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令和２年度 あ さ ぎ り 町 議 会 第 ６ 回 会 議 会 議 録 （ 第 1 2号 ）  

招 集 年 月 日 令和２年９月９日 

招 集 の 場 所 あ さ ぎ り 町 議 会 議 場 

開 閉 会 日 時 

及 び 宣 告 

開 議 令和2年9月15日 午前10時00分 議 長 徳 永 正 道 

散 会 令和2年9月15日 午後 5時13分 議 長 徳 永 正 道 

応（不応）招議員

及び出席並びに

欠席議員 

出 席 １５名 

欠 席  １名 

○ 出席 △ 欠席 

× 不 応 招 

議 席 

番 号 
氏     名 

出欠等

の 別 

議 席 

番 号 
氏     名 

出欠等

の 別 

 １ 小 谷 節 雄 ○ ８ 山 口 和 幸 ○ 

 ２ 岩 本 恭 典 ○ ９ 永 井 英 治 ○ 

 ３ 難 波 文 美 ○ １０ 皆 越 てる子 ○ 

 ４ 加賀山 瑞津子 ○ １１ 小見田  和行 ○ 

 ５ 橋 本   誠 ○ １２ 溝 口 峰 男 ○ 

 ６ 小 出 高 明 ○ １３ 森 岡   勉 ○ 

 ７ 豊 永 喜 一 ○ １４ 徳 永 正 道 ○ 

議事録署名議員 １１番 小見田 和行     １２番 溝 口 峰 男 

出席した議会書記 事務局長 大 林 弘 幸    事務局書記 丸 山 修 一 

地方自治法第１２１ 

条により説明のた 

め出席した者の職 

氏名 

 出席  ○ 

 欠席  × 

  

職 名 氏     名 
出欠等

の 別 
職 名 氏     名 

出欠等

の 別 

町 長 尾 鷹 一 範 ○ 
農林振興

課長補佐 
早 田 愛 一 郎 ○ 

副 町 長 加 藤  弘 ○ 
商工観光

課 長 
北 口 俊 朗 ○ 

総務課長 土 肥 克 也 ○ 
商工観光

課長補佐 
山 口 和 久 ○ 

総 務 

課長補佐 
荒 川 誠 一 ○ 建設課長 大 藪 哲 夫 ○ 

企画財政

課 長 
船 津  宏 ○ 

建 設 

課長補佐 
酒 井 裕 次 ○ 

企画財政

課長補佐 
沖 松 勝 彦 ○ 

上下水道

課 長 
  林  敬 一 ○ 

会 計 

管 理 者 
田 中 伸 明 ○ 

上下水道

課長補佐 
中 神 啓 介 ○ 

農林振興

課 長 
万 江 幸 一 朗 ○ 

農業委員会

事務局長 
山 本 祐 二 ○ 

農林振興

課長補佐 
鬼 塚 拓 夫 ○ 

農業委員会

課長補佐 
高 田 真 之 ○ 

議 事 日 程  別紙のとおり 

会議に付した事件  別紙のとおり 
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議事日程（第１２号） 

日程第 １  認定第 １号 令和元年度あさぎり町一般会計歳入歳出決算の認定について 

（提案理由の説明及び質疑） 

日程第 ２  議案第３１号 令和元年度あさぎり町水道事業特別会計利益の処分及び決算の認定について 

（提案理由の説明及び質疑） 

日程第 ３  認定第 ５号 令和元年度あさぎり町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

       （提案理由の説明及び質疑） 

 

 

本日の会議に付した事件 

日程第 １  認定第 １号 令和元年度あさぎり町一般会計歳入歳出決算の認定について 

（提案理由の説明及び質疑） 

日程第 ２  議案第３１号 令和元年度あさぎり町水道事業特別会計利益の処分及び決算の認定について 

（提案理由の説明及び質疑） 

日程第 ３  認定第 ５号 令和元年度あさぎり町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

       （提案理由の説明及び質疑） 

 

 

午前１０時００分 開 会 

 

●議会事務局長（大林 弘幸君）  起立願います。礼。 

◎議長（徳永 正道君）  おはようございます。 

●議会事務局長（大林 弘幸君）  着席ください。 

◎議長（徳永 正道君）  ただいまの出席議員は１４人です。定足数に達してますので、これから本日の会議

を開きます。ここで、昨日の難波議員への答弁の訂正が企画財政課長よりいう申し入れがあっておりますの

で、これを許可します。企画財政課長。 

●企画財政課長（船津 宏君）  おはようございます。一般質問の２日目、３番難波議員からのお尋ねの際に、

生活応援券の使用状況について御説明をいたしましたが、その際に、８月末現在での数値を御報告いたしま

した。その後ですね大口の換金等がありまして、使用実績に変化がありましたので、先週末現在の状況を御

報告し、修正とさせていただきたいと思います。生活応援券の交付実績ですが、５,９１０世帯に交付をい

たしておりまして、交付率は９９.６６％となっております。それから、使用をされたお店の方がですね、

換金のほうに手続に来られております。この実績がですね昨日の答弁では４４％程度とご報告しておりまし

たけれども、先週末の換金実績が７,５４６万円の支給見込みのうち、４,５４１万４,０００円の換金実績

となり、６０.１８％の換金となっておりますので、御報告いたします。以上です。 

◎議長（徳永 正道君）  本日の議事日程はお手元に配付のとおりです。本日は総務建設経済常任委員会所管

課分についての説明及び質疑を行います。 

日程第１ 認定第１号 

◎議長（徳永 正道君）  日程第１、認定第１号、令和元年度あさぎり町一般会計歳入・歳出決算の認定につ

いてを議題とし、説明を求めます。会計管理者。 
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●会計課長（田中 伸明君）  はい、おはようございます。それでは、一般会計歳入歳出決算につきまして、

まずは総括的なところから御説明いたします。１２３ページをお願いいたします。実質収支に関する調書に

なります。１,０００円単位で記載としておりますが、円単位のほうで説明をさせていただきます。歳入総

額１１５億５８１万４,２１６円。歳出総額１０８億５,９６１万１,２０２円。歳入歳出差し引き額６億４,

６２０万３,０１４円。このうち翌年度へ繰り越すべき財源としまして、（２）繰越明許費繰越額３,４７４

万２,０００円。よって実質収支額は６億１,１４６万１,０１４円となっております。また、実質収支のう

ち地方自治法第２３３条の２の規定による基金繰入金はございません。次のページをお願いいたします。財

産に関する調書です。１公有財産の土地及び建物等につきましては、後ほど総務課のほうから御説明いたし

ます。１２７ページをお願いいたします。（３）有価証券の社債券ですが、決算年度中増減額が３５１株掛

ける５万円の減となっております。これは人吉球磨林業機械センターの持ち株すべてを１,７５５万円で売

却したものでございます。次、（４）出資による権利の出資証券で、１億２３０万８,７２６円の増額とな

っております。これはあさぎり町水道事業へ出資したものでございます。次に、２物品ですが、上から三つ

目の普通車、軽自動車の２台の減。その四つ下の消防小型ポンプ１台の減につきましては、それぞれ更新に

伴うものでございます。それから下段のホイールローダーその下のトランポリンにつきましては新規に購入

したものでございます。次に３基金ですが、財政調整基金から奨学基金まで一般会計で保有している基金の

増減高について記載をしております。決算年度中増減高の増額要因として、運用益の積み立て分が４,５３

４万８,５６８円。また新たに予算化して積み立てた分が、５億３９７万６,０５４円でございます。また減

額の要因となった基金の取り崩し分が５億５,８９６万２,８０９円ありまして、合計で９６３万８,１８７

円の減となり、決算年度末現在高は９２億４,５３１万４,５９１円となっております。また特別会計を含め

たすべての基金では、７,９０５万５,９６８円の減となりまして、年度末の基金残高は、１０３億３,３２

０万２,６０５円となっております。以上が実質収支及び財産に関する調書の説明となります。続きまして

会計課所管分について御説明いたします。２０ページをお願いいたします。歳入になります。中ほどの目２

利子及び配当金では、備考欄にあります各基金の利息収入として、一般運用における運用益を各基金の１日

平均現在高で案分し配分したものを受け入れております。なお決算年度中の運用益の総額は、預金収入が１

４２万９,４５６円。債券の運用収入が４,９５０万１,３３１円。合計で５,０９３万７８７円となっており

ます。次２２ページをお願いいたします。中ほどの目１町預金利子では、一般資金の預金利子を受け入れて

おります。次２４ページをお願いいたします。雑入になります。備考欄の上から三つ目、各種保険料控除事

務手数料は、職員の給与から控除しております生命保険料の事務手数料として、またその下の窓口手数料過

年度分返戻金は、金融機関に支払った窓口収納手数料に過払い分があり、それを返戻金として受け入れたも

のでございます。続きまして歳出を説明いたします。３０ページをお願いいたします。総務費の一般管理費

となります。節１１需用費の消耗品費３２４万６,５８４円のうち、１１４万２,７５２円。その下の印刷製

本費、二つ下の印刷製本費７５万７,２７２円のうち、５７万９,４６０円を会計課で所管しております用度

管理分として支出をしております。町内の事務用品及び印刷、封筒印刷代でございます。次に３３ページを

お願いいたします。下段の目５会計管理費では、会計事務全般にかかわる事務経費を支出しております。主

なものといたしましては職員の人件費のほか、次のページをお願いいたします。中ほどの節１２役務費の通

信運搬費では、ＪＡネットバンクサービスに伴う通信費用として、また口座振替手数料、窓口収納手数料で

は、各種税金等の収納にかかわる金融機関手数料を支出しております。それから１９負担金補助及び交付金

では、指定金融機関から会計課窓口に発出されている職員の人件費負担分を支出しております。会計課所管

分につきましては以上でございます。よろしくお願いします。 

◎議長（徳永 正道君）  総務課長。 
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●総務課長（土肥 克也君）  おはようございます。では続きまして、総務課所管分を歳入から説明いたしま

す。１１ページをお願いいたします。下から２段目の款１１、項１、目１、節１交通安全対策特別交付金は、

交通事故発生件数、人口集中地区人口及び改良道路改良済み道路延長を指標として配分され、交通安全対策

費での道路交通安全施設の設置及び管理の経費に充てたものでございます。次の款１２分担金及び負担金、

次のページ１２ページの項２負担金、目１、節１総務管理費負担金は、熊本地震被災自治体である益城町に

行政支援として派遣した職員の給与を派遣先から受け入れたものでございます。当該派遣は平成２９年度か

ら行っており、令和２年度も継続したものの令和２年７月豪雨による災害復旧事業に充てるため８月１６日

をもって終了をいたしました。次に、款１３使用料及び手数料、項１、目１、節１行政財産使用料は、旧役

場庁舎使用料及び行政財産の目的外使用を許可したものに対して徴収した使用料でございます。１４ページ

をお願いいたします。２枠目の款１４国庫支出金、項２国庫補助金、次のページ１５ページをお願いいたし

ます。目の欄最下団の目８消防費国庫補助金、次のページをお願いします。節６消防費国庫補助金では消防

団救助能力向上資機材として各部へのチェーンソーの整備費に対する補助金でございます。補助率は３分の

１でございます。次に項３国庫委託金、目１、節１総務管理費委託金では、自衛隊法に基づく法定受託事業

事務として自衛官の募集事務に必要な経費として交付される委託金で、広報紙への募集内容の掲載、募集事

務に係る旅費及び郵送料に充てたものでございます。次の款１５県支出金、項２、目１総務費県補助金、１

７ページをお願いいたします。１７ページの節１総務管理費補助金、備考の欄一つ目の権限移譲交付金は、

１１の権限移譲事務に対し交付されたものでございます。１９ページをお願いいたします。目の欄上から４

段目の目７消防費県補助金、節１、備考の欄、球磨川水系防災減災ソフト対策等事業補助金は、球磨川水系

の流域市町村の水害対策に要する費用に対し、熊本県が１０億円の基金を財源として支援する補助金でござ

います。防災会議の開催、データ放送使用料、予防的避難、水防対策機械借り上げ、水防避難所資機材及び

備蓄物資の購入の経費に充てたものでございます。次の項３県委託金、目１最下段の節４選挙費委託金では、

平成３１年４月７日執行の県議会議員一般選挙、令和元年７月２１日執行の参議院議員通常選挙及び２０ペ

ージの令和２年３月２２日執行の県知事選挙に係る委託金を受け入れたものでございます。款１６財産収入、

項１、目１、節１土地建物貸付収入は、普通財産貸付料の現年度分１２０件の貸借契約のうち、有償とする

９８件及び過年度分を徴収したものでございます。徴収率は現年度分９９.１％、過年度分１５.０％でござ

いました。節２その他普通財産貸付収入での説明の欄一行目の物品貸付収入は、町で使用していない物品の

貸付料を徴収したものでございます。次に項２財産売払収入でございます。目１、節１土地建物売払収入は、

川辺川農業利水事業資源施設用地５筆、県事業でございます県道小枝深水線改良工事の用地４筆、未利用地

に２筆、法定外公共物３筆の土地売り払い代金を収入したものでございます。なお、建物の売り払いはあり

ませんでした。次ページをお願いいたします。最上段の目２物品売払収入の収入済額２１５万４５４円のう

ち、使用頻度の低い公用車を公売により処分した売却価格１９１万４,０００円を総務課所管として受け入

れております。次の款１７寄附金、項１、目１、節１指定寄附金の備考の欄の一行目消防費寄附金は、森林

管理署から消防団への協力金を受け入れたものでございます。次の款１８繰入金、項１、目６、節１公共施

設整備基金繰入金は、建設課所管の岡留公園整備工事費に充当するため繰り入れたものでございます。２２

ページをお願いいたします。２段目の款２０諸収入、項４目４、節１雑入では、備考の欄の一行目のコピー

使用料から管内図代次ページ２３ページの一行目の公有自動車損害共済解約返戻金第２行飛んで、雇用保険

個人負担金から災害対策費用保険金までが総務課所管でございます。この中で、２３ページ中ほどの日本遺

産人吉球磨観光地域づくり協議会派遣職員負担金は、平成３０年度において派遣した本庁職員の給与に係る

構成町村からの負担金を三行飛んで放置自転車鉄くず売却費は、あさぎり駅駐輪場に放置された自転車を規

程により処分した鉄くず買い取り費を、次の工作物補償金は、県道拡張事業による消防団詰所の建物補償費
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を一行飛んで災害対策費用保険金は平成３０年度から加入した団体保険であり、令和元年６月３１日からの

梅雨前線豪雨における避難勧告、の発令に要した費用に対する保険金を収入したものでございます。２５ペ

ージをお願いいたします。款２１町債項１目５消防債、節１消防施設整備事業債は、小型ポンプ１台及び積

載車４台の更新、消防詰所１カ所の改築並びに消火栓８基の更新等を行った消防施設整備事業費に記載した

緊急防災減災事業債でございます。以上で歳入の説明を終わります。続きまして歳出を説明いたします。２

７ページをお願いいたします。まず人件費について、全会計分で説明申し上げます。令和元年度の常勤職員

数は、特別職３名、一般職１８３名、再任用職員２名であり、常勤職員に係る人件費の総額は、１５億３,

２９１万３,５４４円でございました。前年度に比較し７０９万８,８３８円の増となったものでございます。

要因といたしましては、執行した選挙の多さにより、当該選挙に従事する時間外手当の増加によるものでご

ざいます。また、退職職員数の増により、退職手当特別負担金が増加したものでございます。では、款１議

会費から説明いたします。款１議会費では、議会運営に要した経費で、おおむね例年と同様の支出額でござ

います。２９ページをお願いいたします。次に款２総務費、項１、目１、一般管理費では、行政区に関する

経費、町長、副町長、総務課職員及び公用車運転手の人件費、職員の研修や福祉事業、入札契約及び本庁の

渉外的経費を支出したものであり、平成３０年度に比較して１,５２９万６,１６３円の増となったものでご

ざいます。これは先ほど人件費でも申し上げました退職職員数により退職手当特別負担金が増となったこと

によるものでございます。また令和元年度では３１ページをお願いいたします。節１３委託料、説明の欄の

中ほどの人事給与システム改修委託料は、令和２年度から運用を始めた会計年度任用職員の人事給与に係る

システム改修委託料を支出し、節１９負担金補助及び交付金の３２ページをお願いします。説明の欄一行目

の日本遺産人吉球磨観光地域づくり協議会派遣職員負担金は、平成３０年度に当協議会に他町村から派遣さ

れた職員２名分の給与に係る負担金を支出したものでございます。次に目２文書管理費では、文書、例規及

び情報管理に要する経費を支出したものであり、文書発送のための配達職員の報酬と人件費、配達職員によ

ることのできない文書の郵送料、例規を管理するための例規追録データ作成費として消耗品費及び例規デー

タベース並びに官報ネット等使用料、また平成３０年９月から運用を開始したペーパーレス会議システムの

年間使用料を支出したものでございます。次に３４ページをお願いいたします。下段の目６財産管理費では、

庁舎及び公用車の維持管理に加え、町有財産の総括的な経費に対し支出したものでございます。主なもので

は、３５ページをお願いいたします。節委託料での３６ページをお願いします。備考の欄、下から６行目の

不動産鑑定委託料は、旧須恵中学校貸付料の算定及び未利用町有地の公売予定価格の算定に係る鑑定評価委

託料を次の行の劣化度調査関連業務委託料は、再配置計画や個別施設計画を実効性の高いものとするため、

施設の状態を把握するための劣化調査等を委託したものでございます。また節１５工事請負費では、本庁舎

の補修工事及び総合福祉センター事務室の照明追加工事、長年使用しておらず、町有建物で老朽化が著しく

今後も使用する見込みのない建物３棟及び機能を有していない倉庫１棟の解体工事、老朽化による旧岡原中

学校高圧受電設備の改修工事深田西の迫町有地の法面復旧工事を行ったものでございます。３７ページをお

願いします。また、節１８備品購入費では、公用車２台の更新並びに使用不能となった事務用いす１５脚、

紙折機及び総合福祉センター事務室用のエアコンの入れ替えを行ったものでございます。３９ページをお願

いします。下段の目９支所費は、支所運営に要した経常経費を支出し、４０ページをお願いいたします。最

上段の目１０公平委員会費は、地方公務員法に基づき、本庁の公平委員会事務を熊本県人事委員会に委託す

る委託料を支出したものでございます。次の目１１交通安全対策費は、交通指導員５２名の報酬や活動に対

する費用弁償を、節１５工事請負費では、カーブミラーや区画線を設置し、歳入で説明いたしました交通安

全対策特別交付金を充当したものでございます。最下段の目１２防犯対策費では、防犯灯の管理及び設置並

びに防犯カメラの管理に係る経費を支出したものでございます。４１ページをお願いいたします。なお、令
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和元年度における防犯灯設置助成金は、永山区及び吉井区でのそれぞれ２基の設置に対し助成金を交付した

ものでございます。次の目１３諸費では、備考欄に記載する各負担金を支出したものであり、前年度に比較

し広域行政組合負担金が、人件費の増により４７２万７,０００円の増となったものでございます。目１４

基金費での備考の欄上から三つ目の公共施設整備基金積立金では基金運用利益及び土地売払収入を積み立て

たものでございます。４７ページをお願いいたします。最下段の項４選挙費、目１選挙管理委員会費は委員

会運営のため、毎年度経常的に支出する経費でございますが、令和２年度では節１３委託料において開票支

援システムを新たなＯＳ及び信元号に対応するため、改修委託を支出委託料を支出したものでございます。

４８ページをお願いいたします。２段目の目２選挙啓発費は毎年度経常的に支出するものでございます。次

の目参議院議員通常選挙費から、次のページの目４県議会議員一般選挙費、目５町長選挙費及び目６町議会

議員補欠選挙費、次のページの目７県知事選挙までは、令和元年度に執行されたそれぞれの選挙に係る費用

を支出したものであり、目３参議院議員通常選挙費、目４県議会議員一般選挙費及び目７県知事選挙費には、

県からの委託金を充当したものでございます。なお、県議会議員の一般選挙球磨郡選挙区は無投票でござい

ました。５３ページをお願いいたします。中ほどの項６監査委員費は、監査委員会の運営経費を支出したも

のでございます。次に大きくページが飛びますが、９７ページをお願いいたします。９７ページ最下段の款

８消防費、項１、９８ページの目１消防総務費では、備考の欄に記載する各負担金を支出したものであり、

前年度に比較して上球磨消防組合負担金が４,２９３万５,８４９円の減となったものでございます。これは

庁舎建設分の減によるものでございます。次に、項２、非常非常備消防費では、団長以下６０３名の消防団

員に対する報酬並びに機能別団員４５名を含む消防水防活動、に出動、及び式典訓練に参加した延べ５,２

２６名分に対する出動手当や担当職員の時間外勤務手当、消防団員の被服等、装備品、消防用及び消火栓用

ホースの購入等、消防団活動に要する経費を支出したものでございます。なお、令和元年度におきましては

９９ページをお願いいたします。節１８備品購入費において、小型動力ポンプ１台、積載車４台の更新、チ

ェーンソー３６台の購入を行ったものでございます。次に目３消防施設費では、消防詰所の維持管理経費に

加え、令和元年度では、消防詰所１カ所の建て替えに係る設計監理委託料及び工事請負費をまた、工事請負

費では、ほかに消防詰所トイレ増築工事、そして負担金補助及び交付金では、消火栓更新等に係る負担金を

システムしたものでございます。次に目４防災管理費では、防災体制や応急対応に係る経費の支出に加え、

球磨川水系防災減災ソフト対策等補助金を活用し、年次計画に基づく防災機能の整備を行ったものでござい

ます。では令和元年度では、１００ページをお願いいたします。新たに節１１需用費で、本部における簡便

かつ正確な情報ツールとしてグリッド地図を作成し、節１２役務費で、災害対策に要した費用を補てんする

災害対策費用保険に加入し、節１５では節１５工事請負費では新たに指定避難所として指定いたしました深

田定住センターへの通信回線接続工事を行い、節１８備品購入費で、水防団安全装備品として雨衣雨合羽の

整備を開始したものでございます。また、節１３委託料では、平成３０年度に策定した防災拠点施設基本構

想に老朽化している総合福祉センターの機能移転をあわせて、再検討するための委託を行ったものでござい

ます。以上で歳出の説明を終わります。次に、財産に関する調書について説明いたします。１２４ページを

お願いいたします。それでは、財産に関する調書について令和元年度中に増減があった財産について説明を

いたします。各区分の決裁決算年度中増減高の欄をご覧ください。まず、行政財産での土地について、その

他の行政機関の消防施設の１００平方メートルの増は、清水区に新設した防火水槽用地の取得によるもので

ございます。公共用財産の公園の１,５５３平方メートルの増は、岡留公園用地として寄附受納したもので

あり、その他の施設２０５平方メートルの増は２８０魔がヘメガ送信局の整備により、当該用地を普通財産

から移動したものでございます。次に、建物について説明いたします。まず木造では、その他の行政機関の

消防施設の６４.７６平方メートルの減は、消防詰所１棟の建替、及び１棟のトイレ増築による増でござい
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ます。公共用財産の学校、５.４４㎡の増は、岡原小学校の傾斜解体により１９.３０平方メートルが減少し

た一方、同校の屋外トイレの新築により２４．７４平方メートルが増加したことによるものでございます。

公営住宅の６３.５０平方メートルの減は、竹野団地等の解体その他の施設の２５.６０平方メートルの増は、

高山荘の解体により３８３平方メートルが減少し、今井公民分館及び永才公民分館の建て替えにより４０８.

６０平方メートルが増加したことによるものでございます。次に非木造では、公共用財産のその他の施設の

４.８４平方メートルの増加は２８０名が減りつつ送信局舎の整備によるものでございます。次に普通財産

について説明いたします。１２５ページ、次ページをお願いいたします。普通財産の土地では、山林の３,

２８１.４７平方メートルの減は、国県事業用地として３,２５６.４７平方メートルを売却し、２８０メガ

ヘルツ送信局用地として２５平方メートルを行政財産へ移動したことによるものでございます。原野の３,

８２４平方メートルの減は、３,８２４平方メートルの減及び雑種地の６９平方メートルの減は未利用地の

売却、その他の２３０平方メートルの減は、国事業用地への売却によるものでございます。建物では宅地の

非木造建物の４２平方メートルの減となっております。これは旧皆越分校教職員住宅を解体したことによる

ものでございます。以上、行政財産及び普通財産に関するそれぞれの調書の説明を行いました。それぞれの

財産を総括し全財産を示す調書が次ページ１２５ページの総括表となるものでございます。最後に、今お送

りしました施設管理費用一覧表につきまして御説明申し上げます。この一覧表につきましては、毎年度の決

算認定の際に、町の主要な施設に関する運営費、また収入、使用料等の収入、その施設の利用した人数を示

すものでございます。３２の施設を示しておりますが、中ほどの塗りつぶしております施設につきましては、

平成３０年度解体によって除却したものでございます。以上、総務課所管分の説明を終わります。 

◎議長（徳永 正道君）  企画財政課長。 

●企画財政課長（船津 宏君）  はい、お疲れさまです。それでは、企画財政課所管分について歳入から説明

をいたします。９ページをお願いいたします。最下段になりますが、款２地方譲与税です。地方譲与税は国

税として集めまして、それを地方に譲与するという仕組みとなっております。１番下の行の目１、地方揮発

湯譲与税はガソリン税となります。１００分の４２が市町村へ譲与されます。これをそれぞれ計算の上、案

分して交付されるものとなっております。次のページをお願いいたします。上から３行目３枠目になります

か、目１自動車重量譲与税です。車検時に課税されるものですが、１,０００分の４０７が市町村へ譲与さ

れます。こちらも計算式にのっとって市町村道の延長面積で案分して交付されるものとなっております。次

に中ほどの利子割交付金です。利子割交付金につきましては、都道府県に納入されます５分の３を個人県民

税の額で案分して交付されるものです。その下の配当割交付金ですが、これも都道府県に納入されました配

当割額に所要の調整を加え５分の３を個人県民税の額で案分して交付されるものです。その次、株式等譲渡

所得割交付金につきましても上場株式等の譲渡により所得割の５分の３を個人県民税の額で案分して交付さ

れるものです。次にその下、地方消費税交付金です。令和元年１０月１日から標準税率が１０％となり、こ

のうちの７.８％を国が、残りの２.２％を地方消費税交付金として地方へ配分されますが、県に納付されま

した地方消費税の２分の１に相当する額を国調人口と事業所統計調査の従業者数等で案分して交付されるも

のとなっております。その下、次のゴルフ場利用税交付金につきまして１１ページをご覧ください。ゴルフ

場利用税交付金は、県に納付されましたゴルフ場利用税収入額の１０分の７に相当する額をゴルフ場が所在

する市町村に対して交付されるものです。その下の欄、自動車取得税交付金です。自動車を取得した時にか

かる自動車取得税分でありまして、所要の調整を加え市町村に交付されるものです。次に地方特例交付金の

減収補てん特例交付金ですが、恒久的な減税の影響による地方の減収を補てんするために住宅ローン減税分

などが補てんされます。次が款１０地方交付税となっております。普通交付税が４３億９,６３４万８,００

０円。特別交付税が２億３,２４９万１,０００円で、合計額が４６億２,８８３万９,０００円となっており
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ます。普通交付税は合併算定替の特例が平成３０年度まで年々減少して参りまして、令和元年度からは１本

算定となっておるところです。次に１４ページをご覧ください。１番下の段、目１総務費国庫補助金の節２

社会保障税番号システム整備費補助金でございますが、これにつきましては、マイナンバー制度に係る電算

関係の改修に係る補助金となっております。その下の節３地方創生推進交付金は、農林振興課で栗の里づく

り委託料、それから農業支援センターの運営補助金分に充てておるところであります。次に１７ページをお

願いいたします。最上段の総務費県補助金の生活交通維持活性化総合交付金につきましては、地方バスの運

行に対する県からの補助金であります。その下の土地利用規制等対策費交付金につきましては、１万平米以

上の土地取引があった場合に届け出報告の義務がございますが、その事務費として交付されるものでありま

す。次に１９ページをご覧ください。中ほどの欄になりますけれども、目１総務費県委託金の節１統計調査

費委託金です。これは備考欄の各統計調査に対する委託金となります。２０ページをお願いいたします。中

ほどの欄、財産収入の目１財産貸付収入の節２その他普通財産貸付収入で光ファイバー貸付収入です。本町

で整備いたしました光ファイバー網を民間通信事業者に貸し付けておりますのでその貸付収入となります。

その下の目２利子及び配当金のうち、財政調整基金利子、ふるさと基金利子、まちづくり基金利子が企画財

政課所管分となります。ふるさと基金利子以外につきましては、預金利子に加え国債の利子が、利息が含ま

れているものでございます。２１ページをお願いいたします。最上段物品売払収入でございますが、このう

ちの１４万２,５００円につきましては、テレビが映りにくい難視聴世帯に対しまして、地上デジタルテレ

ビの電波再送信を行っております。そのための機器を一たん町のほうで購入しまして、該当者のほうに払い

下げておりまして、その機器の販売代金１０台分となります。その下寄附金の目１指定寄附金でございます

が、真ん中のふるさと寄附金１億５,５６１万７,６２３円。１万２,０６０件分を収入しております。令和

元年度が５,３５４万１,９４７円でありましたので、約１億円ほどの増額となっておるところです。受付業

務委託会社を１社増やしたこと、それから返礼品の中でも畜産品の注文が大変好調でリピーターも増えてき

ていることなどが増要因と推して推測しております。中ほどの欄、繰入金で、基金繰入金の中の目１財政調

整基金繰入金につきましては、当初予算で３億円を計上して決算も同額となったところでございます。目２

のまちづくり基金繰入金につきましては２億円を繰り入れまして、支所関係の経費、区長報酬等に充当をし

ております。目３ふるさと寄附金繰入金につきましては、ふるさと寄附でいただいた寄附金について積み立

てたものを繰り入れし、その目的に応じて支出をしております。次の２２ページをお願いいたします。最上

段、繰越金でございますが、前年度繰越金が５億８,５９１万１,５５６円。３０年度からの繰越明許分が３,

４１３万８,０００円となりまして、合計６億２,００４万９,５５６円となったところでございます。次、

２３ページをお願いいたします。雑入でありますが、備考欄の上から２行目、市町村振興協会市町村交付金、

同じく市町村振興協会市町村振興事業補助金につきましては、宝くじの収益金から交付される補助金となっ

ております。下から９行目になりますかね、広報紙等送料、これにつきましては、町外の方で、ふるさと会

等の方が広報紙を購読されまして、されておりまして、送料をいただいております。その送料分の収入とな

ります。次に２５ページをお願いいたします。上段２行目になります。款２１町債です。目１の総務債でご

ざいますが、臨時財政対策債につきましては、国の地方交付税の財源が不足する場合に、地方交付税の交付

額を減らして減らした分を地方公共団体がみずからに起債を発行いたしまして、その償還額につきましては、

後年度普通交付税で措置するという制度でございまして、本年度は１億９,３２０万を借り入れたものです。

１行下の防災告知機器整備事業債につきましては、２８０ＭＨｚデジタル防災同報無線システム、防災ラジ

オの整備事業費分で、緊急防災減災事業債を活用をしております。その下の目２民生債の重度身障心身障害

者医療費助成事業債、出生祝い金事業債、子ども医療費助成事業債につきましては、過疎債のソフト分を充

てたものでございます。歳入については以上でございます。次に３２ページをご覧ください。続きまして歳
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出の説明をいたします。主なものについて説明をいたします。下のほうの欄の目３文書広報費でございます。

下から４、５行目の印刷製本費でございますが、毎月発行しております広報あさぎりの印刷費になります。

次の３３ページをご覧ください。目４財政管理費であります。節１３委託料におきまして、財務書類作成支

援業務委託料につきましては、統一的な基準による地方公会計マニュアルに準拠した財務書類を作成するた

めのシステムとなります。今回平成３０年度分を作成し、ホームページ上で公開しているところです。固定

資産台帳システム保守委託料につきましては、固定資産台帳システムを活用し、これまでに整備した固定資

産台帳の異動更新を行い、公共施設総合管理計画への活用や公表用の財務書類の作成を行えるようにしてい

るものでございます。３７ページをお願いします。中ほどの目７企画振興費です。１報酬では、節１報酬で

はまちづくり審議会や地域公共交通会議でのデマンドタクシーの運行に関する協議等の開催経費となってお

ります。３８ページですが、節１の事業費では、現在１０の団体で実施いただいております美化パートナー

プログラムの消耗品等の経費を節１３委託料では、人口ビジョン総合戦略策定支援委託料により、第２期ま

ちひとしごと総合戦略の策定を行ったところです。その二つ下、節１９負担金補助及び交付金で、各種協議

会の負担金補助金等を支出をしております。４行目の地方バス運行等特別対策補助金は２,６７６万８,００

０円で、前年度より８２万９,０００円減少しております。下のほうに行きまして、くま川鉄道経営安定化

補助金は１,７６３万５,０００円となりまして、こちらも昨年度より９８万３,０００円減少いたしました

が、このうち８０９万４,０００円が経営安定化分、残り９５４万１,０００円が施設整備分となっておりま

して、この施設整備分が減少している内容です。１番下のスマートインターチェンジ整備促進協議会負担金

につきましては、当スマートインターにつきましては、令和元年８月１０日に開通いたしまして、今後は人

吉球磨スマートインターチェンジ協議会として、維持管理に関する業務を行うこととなっております。次、

３９ページをお願いいたします。目８の電子計算費となります。３枠目の節１３委託料ですが、電算システ

ム改修委託料につきましては、マイナンバー制度に係るシステム改修費、それから新言語対応業務の改修費

用となっております。町内拠点ネットワークサービス委託料は、役場を初めとします公共施設を光ネットワ

ークで接続しておりますが、その保守サービス等でございます。節１４の電算機器使用料につきましては、

職員が使用しておりますシンクライアントその他サーバー機器等の使用料です。総合行政システム使用料で

すが、住民記録を初めとする総合行政システムの使用料です。セキュリティクラウドサービス使用料は、熊

本県が窓口となって、県内で統一したセキュリティレベルを合わせているものに対する使用料です。下の節

１８備品購入費につきましては、ウインドウズセブンがサポート終了に伴い、主に非常勤職員さんで使われ

ております。パソコン端末５１台の更新費用となっております。次の節１９負担金補助及び交付金の電子自

治体共同運営協議会負担金は、熊本県と県下の全市町村で共同運営を行っている、負担金となります。次の

社会保障税番号制度中間サーバープラットホーム利用負担金でございますが、そのマイナンバーの中間サー

バーデータセンターがありまして、その利用のための負担金となっております。次に、４１ページをお願い

いたします。中ほどの目１４基金費です。ふるさと基金積立金につきましては、ふるさと納税をしていただ

いた寄附金と預金利子を積み立てております。町づくり基金積立金は国債の運用益預金利子と１行下の財政

調整基金積立金は前年度の繰越金の２分の１と国債の運用益預金利子を積み立てております。基金の残高に

つきましては、決算書末尾のほうの１２７ページにありますので、後ほどご覧いただければと思います。そ

の下の段、目１５地域情報通信基盤整備推進事業費です。４２ページにかけまして、防災告知システムの保

守、それから地上デジタル再送信設備の保守、光ファイバーケーブル設備の保守を行っております。なお繰

越金、繰越明許費につきまして、防災ラジオの工事管理費３９６万円。工事請負費２億８,２４７万９,００

０円。及び送電線延長負担金でございます。全対象世帯５,３８４世帯のうち、４,４３３世帯、８２.３％

となります。それと２７０の事業所に設置済みとなっております。次に、節１５工事請負費につきましては、
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地デジの難視聴対策工事の１０件と、永才公民館建て替えに伴うＩＰ告知端末の移設工事分です。節１８備

品購入費につきましては、当年度に導入した防災ラジオの収納用ラックの購入費用となっております。下の

段の目１７ふるさと寄附対策費であります。ふるさと納税に係る関係経費となっております。節８の報償費

で、ふるさと寄附お礼品につきましては、寄附の３割分を相当としております。４３ページをご覧ださい。

節１３委託料で、ふるさと寄附特産品発送業務委託料ですが、あさぎり町ふるさと振興社へ寄附額の９％を

支払っております。ふるさと寄附申し込み受付業務委託料は、あさぎり町のふるさと寄附の入り口となって

おります。ポータルサイトでふるさとチョイス、さとふるの委託料となっております。次の目１８地方創生

費につきましては、総合戦略等の事業を行っておりまして、まちひとしごとづくり推進会議の中で、令和２

年度から令和６年度にかけての第２期まちひとしごと総合戦略の策定を行いました。まちづくり審議会委員

とまちひとしごとづくり推進会議委員が、兼職となっておりますので、この費目から１回分の支出を行って

おります。次に、５１ページをご覧ください。この５１ページから統計調査費になっております。５３ペー

ジにかけまして、各種統計調査に係る経費、調査員報酬、消耗品等を支出をしております。次に、飛びまし

て１２１ページをご覧ください。下の欄になりますが、項１公債費です。下から２段目の目１長期債元金に

つきましては１１億９,０５４万３,０３０円となっております。次に、１２２ページをご覧ください。最上

段の長期債利子につきましては、５,５４０万４,８６９円となっております。令和元年度の起債残高は１０

４億１,６９９万円となりまして、ヘルシーランド改修事業など大型事業の終了による普通建設事業債の減

により、前年度より７,２３４万３,０００円の減となったところです。その下の欄、予備費につきましては、

当初予算が８００万円でありましたが、４６６万６,０００円の充用を行いまして、３３３万４,０００円の

不用額となったところです。次の１２３ページに実質収支に関する調書を掲載をしております。以上で企画

財政課所管分の説明を終わります。 

◎議長（徳永 正道君）  説明の途中でございますが、ここで１０分間休憩をいたします。 

 

休憩 午前１１時０２分 

再開 午前１１時１４分 

 

◎議長（徳永 正道君）  休憩前に引き続き会議を再開いたします。農業委員会事務局長。 

●農業委員会事務局長（山本 祐二君）  はい、お疲れさまです。農業委員会所管課分の令和元年度決算につ

いて説明いたします。まず歳入から行います。１４ページをお願いします。目４農林水産手数料の節１農業

費手数料の備考欄の２段目で、耕作証明等手数料ですが、１件当たり３００円で７１件分の収入です。次に

１８ページをお願いします。節１農業委員会補助金の備考欄１段目の農業委員会県交付金ですが、農業委員

会が農地法などに定められた業務を行う経費で、農業委員会等に関する法律第２条において、農業委員会の

活動を支援するために交付されるものです。その下の機構集積支援事業補助金ですが、これは農地の利用状

況調査や農地制度に関する相談活動及び委員や職員の研修費等に使用されるものです。その下の農地利用最

適化交付金ですが、これは、平成３０年度から新たな農業委員体制となったことに伴い、農業委員が農地最

適化に取り組む事業に対して支払われる交付金で、主に農業委員の報酬の能率給に充てております。次に２

２ページをお願いします。中ほど、目１農林水産費受託事業収入の節１農業委員会受託事業収入のうち、農

業者年金受託事業収入ですが、これは農業者年金基金から委託を受けて、農業者年金の業務を行う市町村に

対して交付されるものです。その下段の農業公社受託事業収入ですが、熊本県農業公社から委託を行う農地

売買等業務に対して交付されるものです。次に２４ページをお願いします。雑入で上から５段目の情報活動

交付金ですが、これは、全国農業新聞の普及活動のための交付金で、令和２年８月３１日現在１２３件とな
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っております。次に、歳出に移ります。７３ページをお願いします。下段の目１農業委員会費です。職員の

人件費に係る分は説明を省略させていただきます。節１報酬の２段目、農業委員報酬につきましては、農業

委員２６人分の年報酬分です。非常勤職員報酬と、次の７４ページをお願いします。節４共済費の社会保険

料は非常勤職員分で、農地の相談受付業務を初め、土地利用状況調査や農地パトロール時の資料作成や調査

後の集計、農地中間管理事業用務等を行っていただいております。節７賃金の臨時職員賃金につきましては、

産休育休代替職員賃金の７８万５,４００円と農地利用状況調査賃金６万８，９３１年１円になります。節

９旅費の費用弁償につきましては、農業委員の総会や農地売買契約の立会、農地パトロール等における費用

弁償や全国会長大会の分です。節１３委託料の繰越明許費につきましては、農地台帳データの取り込み作業

等に不足の日数を要したため翌年度に繰り越したものです。また、農政業務支援システムセットアップ委託

料は、農地の地図情報を更新したものです。節１９負担金補助及び交付金、研修費補助金は、農業委員が、

東北地方に２泊３日で２０名が研修に行かれた１人当たり１０万円の補助になります。次に目２農業者年金

事務委託事業費につきましては、歳入で説明しましたとおり、農業者年金基金から委託を受けて行っている

事業です。なお、主要な施策の成果説明書におきましては、１８ページに農業委員会の分を掲載しておりま

すので、御参照くださいますようお願いいたします。以上で農業委員会分の令和元年度決算における説明を

終わります。よろしくお願いします。 

◎議長（徳永 正道君）  農林振興課長。 

●農林振興課長（万江 幸一朗君）  はい。それでは、農林振興課所管分の説明を申し上げます。歳入になり

ます。１１ページをお願いいたします。最下段、目１農林水産事業費分担金になります。県営畑総受益者分

担金について１名分が残っておりましたけれども、令和元年度で完了と完納となっております。また、町営

土地改良事業受益者分担金につきましては、平成２９年度、平成３０年度に実施されました事業５件分の分

担金になります。１２ページをお願いいたします。最上段の農地等災害復旧費分担金につきましては、激甚

災害２件分の農家の負担分担金になります。次に、最下欄の目４農林水産使用料の農業施設終了使用料です

が、農林振興課で管理をしております農村女性の家、もみじ館、定住促進センター、畜産センターの７０万

７,１７１円と、薬草加工場の使用料３５４万円となっております。１４ページをお願いいたします。目４

農林水産手数料、節１農業手数料の農業振興地域証明手数料は、５１件分の手数料となっております。また、

節２林業手数料は、町有林への入山申請をされた４４件分の入山手数料となっております。１５ページをお

願いいたします。目６災害復旧費補助金の節１農林水産施設災害復旧費補助金については、激甚災害となっ

た阿蘇地区、仁王地区２件分の補助金を受け入れたものになります。次に、１８ページをお願いいたします。

目４農林水産事業費県補助金の節２農業費補助金になります。まず農業制度資金利子補給費補助金で９件分

となります。また、中山間地域等直接支払制度推進費補助金は、中山間の事務費分の補助金となります。次

の中山間地域等直接支払い交付金は、交付金支払い額の国県分４分の３を受け入れたものです。次の農業次

世代人材投資事業補助金は、個人１３件、夫婦７件の合計に２７名が対象となっております。次に、経営所

得安定対策推進事業費補助金は、あさぎり町地域農業再生協議会へ交付した経営所得安定対策に係る事務補

助金となります。次の多面的機能支払制度推進費補助金は、多面的機能の事務費の補助金になります。次に、

農地中間管理機構集積協力金交付事業交付金につきましては、農地の貸し付けを希望された１件の方から３

０.７アールの申請がありまして、交付対象額４万５,０００円を受け入れたものになります。また、多面的

機能支払い交付金につきましては、交付金支払い額の国県分の４分の３を受け入れたものです。次に、環境

保全型農業直接支払い推進費補助金は、事務費分の補助金となります。次の環境保全型農業直接支払い交付

金は、化学肥料、化学合成農薬の使用を県の緩行レベルから原則５割以上低減する取り組みと併せまして、

緑肥の作付、堆肥の施用、有機農業のいずれかを行う取り組みに対しての交付金となります。次の産地パワ
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ーアップ事業補助金は、あさぎり薬草合同会社が三島柴胡の種子選別機と中古トラクター及び掘り取り機各

１台を導入された３４５万１,０００円と球磨黄菊管理組合が潅水資材とＬＥＤ資材各１件、暖房機２件と

自動換気装置１件の６３４万８,０００円を受け入れたものです。次の水田産地化総合推進事業費補助金は、

主食用米生産状況の把握と米政策の新たな仕組みの周知などを推進するものと、それから産地戦略作成にお

ける、土地利用計画や地域振興策との調整などの事務補助金となります。また、畜産クラスター事業補助金

は、収益力強化を図るため畜舎等の施設整備に対して、事業費の税抜２分の１の補助を行うものとなります。

令和元年度におきましては、１件の畜産農家が取り組みをされております。次の担い手づくり支援交付金事

業助成金は、地域担い手の持続性、収益力の向上を図るため、必要となる農業用機械等の導入を支援するた

めの事業で、担い手育成支援タイプと先進的農業経営確立支援タイプにそれぞれ１件の申請、補助額１０分

の３を受け入れたものです。それから、産地パワーアップ事業補助金繰越分についても、あさぎり薬草合同

会社において、三島柴胡根の掘り取り機２台、噴射式洗浄機３台、それから自動こん包装置１台を導入され、

事業費の２分の１を受け入れたものになります。次の担い手確保経営力強化支援事業の繰越分は、先進的な

農業経営の確立に意欲的な農業の担い手に対し必要な農業用機械施設を支援する事業で、野菜選果選別集荷

施設１棟、選別機テーブル自動搬送機とフルキャビンハイクリブームを各１台、また三島柴胡比重選別機２

台、中古トラクター１台、乗用管理機１台を３経営体において導入され、事業費の２分の１を受け入れたも

のになります。また、農業用ハウス強靱化緊急対策事業補助金繰越分は、台風等の災害に対処するため、被

害防止計画を策定した上で、農業用ハウスの補強や防風ネット等の設置を支援するもので４経営体が取り組

まれ、防風ネットが３件、ビニペット等の設置が１件で、事業費の２分の１を受け入れたものです。次の農

業農村整備事業推進交付金繰越分は、上地区における配水路改修事業と須恵地区における暗渠排水事業の補

助金を受け入れたものです。次の節３林業費補助金になります。森林病害虫防除事業補助金は、深田地区、

松林の航空防除の補助金となります。次の有害鳥獣駆除補助金につきましては、シカ、サルの駆除分で、国

の鳥獣被害防止総合対策推進交付金の５９５万８,０００円と熊本県有害鳥獣被害対策事業補助金７９万３,

０００円を受け入れたものです。次の造林事業補助金は、下刈り、間伐等に対する補助金で、平成３０年度

繰り越し補正造林事業補助金１６４万３,５６０円と令和元年度造林事業補助金４３９万３,４８０円を受け

入れたものです。また、間伐等森林整備促進対策事業補助金は、森林資源の質的充実と公益的機能の維持増

進のため間伐等を推進し、県が策定した体質強化計画に基づき、原木を安定的に供給する目的で１０５.４

１ヘクタールの間伐を実施し、４,３２８万３,０００円を受け入れたものです。１９ページをお願いいたし

ます。最上段の食べる竹使う竹見せる竹生産支援事業補助金はタケノコや竹の新たな需要に対応するため意

欲ある生産者の体制整備を支援し、竹資源の利用拡大、竹林の荒廃化の防止、減少を図ることを目的としま

して、未整備の竹林を整備してタケノコ生産につなげる補助金です。次の単県林道改良事業補助金は、林道

日栗線法面改良事業において法面改修を行ったものに対し県からの補助金を受け入れたものになります。ま

た、林道点検診断保全事業補助金は、林道にかかる橋梁の点検診断を実施しておりますが、その補助金を受

け入れたものになります。次の森林林業木材生産基盤整備補助金は、林道日栗線法面改良事業に伴う県の上

乗せ補助分になります。２０ページをお願いいたします。目２農林水産事業費県委託金、節１農業費委託金

の国営事業継続地区推進調査委託金は、川辺川国営川辺川事業の地区推進調査費として県からの委託金を受

け入れるものです。節２林業費委託金の松くい虫発生予察委託金は、病害虫発生予察に関する委託金となり

ます。次の森林病害虫防除事業委託金は、松くい虫防除に伴う水質調査や野生鳥獣の調査等についての委託

金になります。次に、目１不動産売払収入、節２その他不動産売払収入は、素材生産の売払収入で、間伐１

０５.４１ヘクタール分、全伐０.２７ヘクタール分及び流木の売払等の収入となります。２１ページをお願

いいたします。上段の目３株式売払収入の節１株式売払収入は、株式会社人吉球磨林業機械センターにおい
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て、昨年、市町村株主からの自己株式の取得の件が承認可決されまして、あさぎり町が保有していたものを

受け入れたものになります。また、目５林業振興基金繰入金につきましては、林業従事者に対しあさぎり町

林業振興基金を活用し事業を行ったもので、チェーンソーなど３件の申請に対し事業を実施したものになり

ます。２２ページをお願いいたします。次に、中ほどの目１農林水産費受託事業収入、節２農業費受託事業

収入は、農地中間管理機構から事務を委託しておりますが、２３万５,０００円を農林振興課の事務費とし

て、また、１７９万７,０００円を農業委員会の事務費として受け入れたものになります。次に２３ページ

をお願いいたします。下から６段目、薬草加工場光熱水費は、あさぎり町あさぎり薬草合同会社が使用する

加工場の電気使用量を受け入れたものです。また、森林組合事業奨励金は、球磨中央森林組合の利用実績に

より交付されるものです。次の立木補償費は、川辺川利水事業に係る水源施設の更新に伴い、近隣山林の立

木補償費として受け入れたものです。また、森林保険保険金及び保険料払戻金は、平成３０年９月の台風２

４号により、深田の鍋山地区が被災を受けたもので、その保険料を受け入れたものになります。次の中山間

地域等直接支払い交付金返還金は、果樹作付による田から畑に単価の変更をしたものによる集落からの返還

金となります。また城南地区家畜自衛防疫推進協議会推進費については、熊本県の家畜自衛防疫協議会から

町が実施した牛の注射頭数により推進費として受け入れたものです。２５ページをお願いいたします。町債

で中ほどの目３農林水産業債、節１の農業施設整備事業債は、有機センターにおいて堆肥自動こん包装置や

外壁等の改修を行ったものになります。また、節２林業整備事業債は、林道日栗線法面改良事業において法

面改修を行ったものになります。続きまして、４１ページをお願いいたします。ここからは歳出になります。

中ほどの目１４林業振興基金積立金は、人吉球磨林業機械センターの株式売払収入と林業振興基金の利子を

積み立てたものになります。４３ページをお願いいたします。目１９地域おこし協力隊費ですが、昨年度３

名の地域おこし協力隊が活動をいたしました。昨年１２月から農林振興課におきましては昨年１２月から活

動をしていただいておりますが、その１名分の人件費関係、節１報酬、それから節４共済費、節９旅費、節

１１需用費、また燃料費となります。また、節１２役務費は、タブレット端末使用料と自動車任意保険料で、

それから、節１４使用用及び賃借料は、住居借り上げ料と自動車リース料で、自動車リース料となります。

７５ページをお願いいたします。下段の目農業総務費になります。主に職員の人件費を計上しているところ

です。７６ページをお願いいたします。節１９負担金補助及び交付金につきましては、農業振興を図るため

の県郡市における協会等の負担金になります。次に目４農業振興費です。節８報償費、農業次世代人材投資

事業サポート謝金は、認定新規就農者の審査に対し町内２名の担い手農家へサポート員として参加いただい

たものになります。次に、節１３委託料の栗の里づくり委託料は、地方創生事業を活用し国の振興を図るた

め事業を実施し、約３.７５ヘクタールの栗の新植を行ったものです。これにつきましては支援センターへ

委託したものになります。また、節１９負担金補助及び交付金のあさぎり地域農業振興協連絡協議会負担金

につきましては、ＪＡと協力し農業振興を図ったものになります。次の制度資金利子補給費補助金につきま

しては、８件の農家の方が対象となったものです。次の農業共済掛金補助金は、３６９件の農家へ助成を実

施したところです。また、有機農業推進補助金につきましては、有機センターの堆肥購入と土壌分析の補助

金で３分の１を支援しておりまして、１１団体へ助成したところです。次の農業振興事業補助金につきまし

ては、単独の農業施設機械の整備補助金を１４６件、９,３９１万６,０００円分と大豆の作付に係る種子代

とライスセンター利用料の２分の１を助成した大豆生産部会への補助金２８５万３,０００円となります。

続いて、獣害対策事業補助金につきましては、電気柵等の設置に対する補助金で５件の申請がありました。

次の農業次世代人材投資事業補助金につきましては、新規就農者への補助金としまして、個人１３名、夫婦

７件の２７名が対象となっております。また地域の話し合い推進補助金につきましては、人農地プランの充

実のため、集落での話し合いを実施したものでございます。７７ページをお願いいたします。農業支援セン
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ター運営負担金は、産業活性化基金等を活用し、農業支援センターの運営費等をしたものです。次の農業用

ハウス強靱化緊急対策事業補助金繰越分は歳入で説明をいたしました４経営体が取り組まれたものになりま

す。また、農業振興補助金繰越分は、中球磨共同乾燥組合が共同乾燥施設の老朽化によりエコ乾燥機の導入

を行ったものに対しての補助金になります。次に目５農業経営基盤強化促進対策事業費、節１のほう報酬は

総合農政協議会の委員の報酬で農業に関する事業の説明や、人農地プラン、農業支援センターの事業につい

てなどの協議を行ったところです。次に、節１９負担金補助及び交付金の認定農業者協議会の補助金ですが、

会員２３６名、１５名の役員、また、認定農業者女性の会につきましては、会員４４名、役員７名で運営を

されているところです。次に、担い手づくり支援交付金事業助成金につきましては、歳入で説明をいたしま

した担い手育成支援タイプでドローンの導入、それから先進的農業経営確立支援タイプで、オート田植え機

やＧＰＳガイダンス付トラクター等の導入など、２つの経営体が取り組まれたものです。また、繰越明許費

の担い手確保、経営強化支援事業は、歳入で説明いたしました平成３０年度担い手確保経営強化支援事業に

より採択された３経営体が農業機械などの導入を行ったものになります。次に目６農業後継者育成指導費で

す。学童農園委託料ですが、学童農園につきましては、ＪＡの青壮年部へそれぞれの小学校区ごとに委託を

しているものです。また、学童農園土地借上料は、その土地の借上げ料となります。節１９負担金補助及び

交付金の農業女性の会補助金は、みずからの資質の向上や地域農業の発展を目的として、各種研修会への参

加や食と農の交流フォーラム、中学生への卒業式の際の赤飯の贈呈など、幅広く活動されておりますが、２

７名の会員となっております。次に目８水田農業経営確立対策事業費ですが、節１報酬と節９旅費の水田営

農推進協議会委員報酬、費用弁償につきましては、全体会を開催した分と水田現地確認等の経費となってお

ります。次に、節１９負担金補助及び交付金の地域農業再生協議会補助金は、歳入で経営所得安定対策推進

事業費補助金として受け入れたものを協議会へ事務費として支出しているものになります。また、収入減少

影響緩和対策利子補給費補助金は２５の集落営農生産組合がならし対策に加入するために、その加入金をＪ

Ａより一時借入し、その利息分を助成するものです。７８ページをお願いいたします。最上段の産地パワー

アップ事業補助金は、歳入で説明いたしましたあさぎり薬草合同会社が、三島柴胡の種子選別機と中古トラ

クター及び掘り取り機各１台を導入された３４５万１,０００円と球磨黄菊管理組合が、潅水資材とＬＥＤ

資材各１件、暖房機２件、自動換気装置１件、それぞれ導入され取り組まれたものになります。また需要適

合生産組合生産推進事業費補助金は、先ほど歳入で説明をいたしました水田産地化総合推進事業費補助金か

ら、２０万円を再生協議会の推進事務費として支出し、産地戦略作成における土地利用計画や地域振興との

調整などの事務費となります。それから、産地パワーアップ事業補助金繰越分は歳入で説明をいたしました。

これにつきましても、あさぎり薬草合同会社に取り組まれた事業となります。次に目９農業施設管理費の節

１１需用費、節１２役務費につきましては、農林振興課で管理をしております農業用施設１５カ所、農村公

園１２カ所と薬草加工場分の経費となります。次に、節１３委託料ですが、トイレ清掃委託料から清掃委託

料、それから７行目の除草清掃委託料につきましては、町内の農業施設や農村公園の管理委託料となります。

それから、５行目と６行目の設計委託料と工事監理委託料につきましては、有機センターの改修工事を実施

しておりますけれども、その設計委託料と工事発注の際の工事管理委託料となります。また農産加工センタ

ー指定管理委託料は、ふるさと振興社へお願いしているものです。次の天子の水公園管理委託料は、令和元

年度に８月に発足しました天子の水公園を守る会とシルバー人材センターへの除草や植栽作業などを委託し

たものになります。それから、岡原農産物処理加工施設指定管理委託料は、岡原やったろ会へ指定管理とし

てお願いをしているものになります。次の冷蔵庫と保守点検業務委託料は、あさぎり町農産加工センターに

設置しております冷凍ユニットの保守業務委託料となります。７９ページをお願いいたします。節１４使用

料及び賃借料のレジスターリース料はふるさと振興社へ貸し付けをしていたものであり、令和元年度をもっ
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て廃止をいたしております。また、土地借上料は天子の水公園の土地借上料となります。また、冷蔵庫リー

ス料は、深田ふれあい市場に設置しております冷蔵庫冷蔵ショーケースのリース料です。節１５工事請負費

は有機センターの改修に伴う工事費となります。また、節１８備品購入費は、有機センターの木灰及び堆肥

自動こん包装置の導入、３,３１７万円とホイールローダーの購入７９７万５,０００円。また、農産加工セ

ンターにおける金属探知機及び蒸気ボイラーの設備の更新によるもの、それが２７７万５,０００円ほか、

定住センターの消火器や免田畜産センターの火災報知機、受信機バッテリー等を購入したものになるになり

ます。続きまして、目１０畜産事業費で、節８の報償費は、各品評会や共進会へ出品いただく際の報償費と

なります。また畜産統計謝金は、毎年２月に実施されます畜産統計調査を畜産専門員へお願いしたものにな

ります。節１９負担金補助及び交付金で２行目の畜産振興協会補助金につきましては、町の畜産振興協会へ

の補助金となります。また、４行目の畜産振興事業補助金につきましては、優良家畜導入保留促進事業に７

２５万円。環境対策費として１１２万２,０００円。ヘルパー事業として１３０万９,０００円を支出をいた

しております。また、家畜伝染病防疫対策補助金は資材分として４２万２,０００円を交付したものです。

それから、畜産クラスター事業補助金は、歳入でも説明をいたしましたが、１件の畜産農家が取り組みをさ

れた分の補助金になります。次に、目１１農地中間管理事業になります。人農地プランの充実、充実と農地

中間管理事業の周知のために、地域の話し合い全４９カ所で実施をいたしております。８ページをお願いい

たします。節１９負担金補助及び交付金の農地中間管理機構協力金は歳入で説明をいたしましたが、経営転

換協力金としまして貸し付けをされた１件の方の分になります。次の目１２農業振興地域促進整備事業費に

つきましては、農業振興地域整備計画の見直しを行ったもので、節１報酬と節９旅費の費用弁償は協議会を

５月に開催した経費となります。次に目１３中山間地域等直接支払い制度事業費ですが、節１報酬と節９旅

費で中山間地域等直接支払制度推進協議会委員の会議及び現地確認に伴う報酬及び費用弁償を計上しており

ますが、年間３回開催したものです。節１９負担金補助及び交付金の中山間地域等直接支払い交付金につき

ましては、国が４分の１、県が４分の１、町が４分の１を支出しまして、４０集落で協定の締結がなされて

いるものになります。節２３償還金利子及び割引料の返還金につきましては、歳入でも説明をいたしました。

田から畑へ単価変更となったものを国へ返還したものであります。次に目１４多面的機能支払い事業費にな

ります。節１９負担金補助及び交付金で多面的機能支払い交付金、農地維持資源向上共同と資源向上の長寿

命化の交付金につきましては、全６５組織分をあさぎり町広域協定へ取りまとめ、事業を行うもので、国が

２分の１、県が４分の１、町が４分の１を支出するものです。現地確認支援システム負担金は、土地改良団

体連合会のモデル事業としまして、平成２９年度から農地の確認をタブレット端末により行っているものに

なります。次の目１５環境保全型農業直接支払い制度事業費は、平成２８年度から取り組んでおりますが、

化学肥料化学合成農薬をこれもの歳入のほうで説明をいたしたものになります。有機農業への取り組みに対

して実施された団体に対して、交付されるもので８１ページをお願いいたします。令和元年度実績としまし

て１８件の活動に対し交付金を交付したものになります。次に目１６農地費になります。節１１需用費の修

繕料は、配水量や集水桝等の修繕になります。節１３委託料の測量設計委託料は、主に配水路改修に係る分、

また、委託料の繰越分につきましては、暗渠排水工に係る設計委託料になります。節１４使用料及び賃借料

は、昨年の豪雨による土砂撤去や法面補修に係る機械借上料になります。節１５工事請負費ですが、配水路

改修６軒と宮川内川の浚渫工事１分の工事費となります。また、繰越分につきましては、秋時地区の配水路

改修と寺池地区暗渠排水設置の工事費分です。次に節１９負担金補助及び交付金です。土地改良事業団体連

合会負担金につきましては、一般賦課分、特別賦課分それから農道台帳管理賦課分になります。また、また、

土地改良区負担金は、百太郎溝、幸野溝、中球磨、それから上土地改良区の各土地改良区へ負担金を支出し

たものになります。次に、基幹利水施設ストックマネージメント事業負担金ですが、百太郎溝土地改良区が、



- 160 - 

県営かんがい排水事業に取り組むもので、事業費１３３万円の１０％を多良木町、錦町との面積割により負

担をするものです。次の熊本県農業農村事業推進交付金は、土地改良区が団体営農業農村整備事業に取り組

んだものに対し事業費の２０％を町村が負担したものになります。町が負担したものになります。次に、目

１７川辺川総合土地改良事業費になります。まず節８報償費ですが、国営川辺川土地改良事業における地区

実証展示補助、桃の作付における調査費となります。次に８２ページをお願いいたします。節１９負担金補

助及び交付金ですが、川辺川土地改良区運営費補助金につきましては、関係６町村が負担しているものにな

ります。また、国営、造成団地畑地かんがい緊急対策補助金につきましては、造成団地の井戸ポンプ電気料

の補助をしたものです。節２２補償補てん及び賠償金の水源調査用地、損失補償費は、農政局が加茂団地の

水源を確保するため掘削を行ったものでありますが、平成２６年度に撤去する際、県と町へ意向の確認を行

いました。県有事業における、須恵深田地区での利用、水の利用を検討されていたため、町へ引き継がれた

ままとなっておりました。以後そのままとなっていたため、存知期間分の補償を行ったものになります。８

３ページをお願いいたします。林業費になります。目１林業総務費は担当職員の人件費と節１３委託料、町

有林管理業務委託料は、球磨中央森林組合へ町有林の監視や維持管理などを委託しておりますが、９名が従

事されているものになります。８４ページをお願いいたします。節１４使用料及び賃借料は、町有林アクセ

スのため皆越地区８の八ヶ峰の作業道用地地の借上料になります。また、節１９負担金補助補助及び交付金

は各種協議会などへの負担会費や負担金となっております。下から４行目の緑の少年団補助金につきまして

は、上小学校岡原小学校須恵小学校の３校分となります。また球磨中央林業活性化協議会負担金は、平成３

０年度から令和２年度までの３年間、スマート林業構築実践事業を管内市町村森林組合等で組織し管内の審

議については、航空レーザー測量を実施し分析を行い、伐採や作業道開設の省力化や需給のマッチングなど

による流通システムの簡略化によるコストダウンを図るために、関係町村と森林組合で１０万円ずつ負担し

ながら協議会の運営を行っているものになります。次に目２林業振興費です。 

◎議長（徳永 正道君）  説明の途中ですが、ここで休憩をいたしたいと思います。午後は１時３０分からで

す。 

 

休憩 午後０時０１分 

再開 午後１時３０分 

 

◎議長（徳永 正道君）  休憩前に引き続き会議を再開いたします。農林振興課長。 

●農林振興課長（万江 幸一朗君）  はい。それでは、農林振興課所管分の説明を引き続き申し上げます。８

４ページからになります。目２林業振興費です。節１９負担金補助及び交付金の食べる竹使う竹見せる竹生

産支援事業補助金は、平成３０年度に引き続き、ふるさと再生プロジェクト新竹林が事業主体となって、町

内３カ所、合計０.４６ヘクタールの竹林整備を行ったもので、歳入受け入れ額と同額を事業主体へ支出を

いたしております。また、シイタケ生産促進事業補助金は、シイタケ生産組合を通じての種駒購入に対して

補助をしておりますが、８戸の農家へ交付したものになります。次に、林業活性化推進協議会負担金は、林

業木材産業の活性化を推進するために、親子木工イベントやポッポー館、熊本県伝統工芸館で各１回の手仕

事展を行い、手工芸のつくり手の意欲向上とあさぎり町のＰＲを行っております。次の林業従事者育成促進

事業補助金は、林業従事者が個人で使用するチェーンソーや刈払い機等の林業機械を導入する経費について

補助率２分の１以内で支援するもので、３件の林業従事者へ交付したものになります。次は、目３公有林整

備事業費です。節１２役務費の組合手数料は、森林組合への素材生産、造林委託料の５％となっております。

また市場手数料は、素材生産収入と６％の椪積料となっております。次の森林国営保険料は、町有林２４７.



- 161 - 

０４ヘクタール分の掛金になります。節１３委託料で、素材生産委託料は、全伐１件、０．２７ヘクタール

と森林組合へ間伐の運搬販売を委託したものになります。８５ページをお願いいたします。上段の造林委託

料は、森林組合へ同様に間伐１０５.４１ヘクタール、下刈り８.９９ヘクタール、人工造林３.３４ヘクタ

ール、特殊地こしらえ３.４６ヘクタールを委託したものにあります。次に、目４林道維持費、節１３委託

料の橋梁点検委託料は、林道台帳に搭載された町内１８路線３６強の点検を実施したものになります。また、

節１４使用料及び賃借料の機械借上料は、各林道の法面路面補修、清掃等で機械をリースしたもので、昨年

は豪雨災害や台風による被害が拡大し機械借上料が増加したものです。次に、目５、森林病害虫防除費は、

深田地区の５５ヘクタールの松くい虫防除に係る事業費で、節７賃金は松くい虫発生予察調査１名、薬剤散

布後の安全確認調査での水質調査２名、野鳥調査２名、合計５名分の賃金となります。節１１需用費の消耗

品費は、防除に使用する薬剤費となります。節１３委託料の薬剤散布業務委託料は、ヘリコプター散布２回

分の業務委託料で、鹿児島国際空港に委託したものになります。また、松くい虫特別防除業務委託料は防除

に係る準備作業等を球磨中央森林組合へ委託したものになります。次に目６鳥獣被害防止事業費になります。

８６ページをお願いいたします。節１２役務費の保険料は、実施主体が設置するわなに対する保険料となり

ます。また節１９負担金補助及び交付金の有害鳥獣駆除補助金は、町内に５隊ある補助金ヘ運営費補助金と

して各隊１０万円ずつを補助したものです。次の有害鳥獣被害防止対策協議会補助金は、協議会の運営費箱

わな等の購入や餌付けストップの研修会を実施し、進入防止さくの設置を行うための補助金になります。最

後に有害鳥獣捕獲補助金ですが、令和元年度の実績としましてシカが９６４頭、イノシシが１９６頭、猿が

２４頭、カラスが３１４羽、アナグマ３１頭を捕獲しております。次に、目７林道新設改良費になります。

節１３委託料は、林道日栗線工事に伴う設計委託となります。また節１５の工事請負費は、林道日栗線の改

良工事になります。次に、目１水産業総務費で、球磨川漁協稚魚放流事業委託料は、球磨川漁協の協力のも

と毎年あさぎり町内の小河川６カ所にヤマメの稚魚３万６,０００匹を放流しているものになります。１２

１ページをお願いいたします。災害復旧費になります。目１農地等災害復旧費の節１３委託料ですが、昨年

の梅雨前線豪雨等により発生しました災害３カ所の測量設計業務の委託料になります。節１５工事請負費に

つきましては、委託料で説明しましたが３カ所の災害復旧工事費になります。以上で農林振興課所管分の説

明を終わります。 

◎議長（徳永 正道君）  商工観光課長。 

●商工観光課長（北口 俊朗君）  はい。それでは、商工観光課所管分の説明を行います。１３ページをお開

きください。１番上の段になりますが、目５商工観光使用料、節１商工施設使用料、ポッポー館利用の使用

料になりますが、延べ６８７団体、２万１,７３５人の利用がありました。続いて１５ページをお開きくだ

さい。中ほどになりますが、目４商工観光費国庫補助金、節１商工費補助金、山村活性化支援交付金、これ

につきましては、山村振興法に基づき、指定された振興山村の活性化に向けた取り組みを支援する交付金で

す。農林水産省管轄になりますが、あさぎり町では、ふるさと振興社の販路開拓強化事業で、商品開発、ネ

ット販売、販路開拓を支援しております。３ヵ年の事業で、令和２年度までの事業となっております。続い

て、１９ページをお願いします。２枠目になります。目５商工観光費、県補助金、節１商工費補助金、消費

者行政活性化事業費補助金、これにつきましては、広域で取り組んでおります。人吉市消費生活センターに

負担金分として納めてる分を県より補助いただいております。次に節２観光費補助金、熊本地震復興観光拠

点整備推進事業補助金、これにつきましてはビハ公園キャンプ場のトイレ洋式化に伴う、県の補助をいただ

いております。続きまして２１ページをお開きください。下の枠になりますが、目４産業活性化基金繰入金、

節１産業活性化基金繰入金、この繰入金につきましては、産業活性化基金の使途につきまして、農業支援セ

ンター運営費に４８０万、商工業振興補助金に６１０万７,０００円を充てております。続きまして、２４
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ページをお願いします。雑入になりますが、１番上です。商工コミュニティセンター電気料、これにつきま

してはポッポー館にＪＡあさぎり支所とくま川鉄道が入っておりますが、面積で案分した分の電気料を負担

していただいておりますので、雑入として受け入れております。その下になりますが、駐車場管理運営業務

剰余金、これは商工会のほうで駐車場を管理いただいております。利用料金から維持管理費を差し引いた金

額を剰余金として町に納入いただいております。続きまして、２６ページになります。１番上です。目７商

工観光債、節１観光施設整備事業債。これにつきましては、ビハ公園キャンプ場の管理棟等改修工事に過疎

債を充てております。なお、先ほど県の補助も３７８万円をプラスしたところで、改修工事につきましては、

合計が１,９２０万６,０００円となっております。続きまして支出になります。４１ページをお開きくださ

い。目１４基金費、節２５基金費、５行目に産業活性化基金積立金、これにつきましては先ほど歳入の利子

分を積み立てております。続きまして４３ページをお開きください。目１９地域おこし協力隊、これの支出

済み額９４７万９,７０７円のうち、商工観光課所管分につきましては８１７万８,１２４円となっておりま

す。節１報酬につきましては、２人分の２０月分の支出になっております。それでは次のページをお願いし

ます。節１４使用料及び賃借料、これにつきましては、パソコンリースからずっと、住居借上料、地域おこ

し協力隊の使用するものに関する使用料になっております。節１９負担金補助及び交付金、１行目の地域お

こし協力隊活動助成金、これにつきましては車の借り上げ料ということで、月額３万５,０００円の２０月

分です。次の行の地域おこし協力隊研修費負担金、これは研修関連の負担金になりますが、ＩＴ関係、そし

て加工品開発関係の研修を受講された負担金になります。次の地域おこし協力隊起業支援補助金、これにつ

きましては、企業されるために支援する補助金でありますが、１名の方が起業目的として、ウエブサイト製

作及びデザイン事業を起業するということで、パソコン及び周辺機器の備品購入等に充てられているようで

す。続きまして８６ページをお願いします。目１商工総務費、節８報償費につきましては、令和元年度より、

推奨商品の審査につきましては、年１回としましたので、その１回分の謝金お礼になっております。次のペ

ージになります。節１３委託料、ふるさと振興社経営診断委託料、これにつきましては、昨年８月末より、

日本生産性本部コンサルティングの経営戦略策定実習報告ということで、実習生が入って報告書が上がって

おりますが、それらを参考にして、正式に中小企業診断士に指導をお願いするための委託料になっておりま

す。次に節１８備品購入費ですが、これにつきましては、製粉機電動粉ふるい機を購入いたしまして、南稜

高校へ無償貸与しているものです。次に節１９負担金補助及び交付金です。３行目になります。中小企業大

学校人吉校研修費助成金ですが、２件の申請がありまして、交付しております。次の商工業制度利子補給費

補助金。これにつきましては、２２件の交付をしております。次の店舗改装事業費補助金。これにつきまし

ては３件の申請があり交付をしております。次の住宅リフォーム等補助金につきましては、７１件の申請が

あり、うち新築につきましては１７件につきまして補助金を交付しております。１行飛びまして地域イベン

ト等補助金につきましては、菖蒲まつり、笑祭、ウインターライトフェスティバル等に充てている補助金で

あります。次の販路開拓強化事業補助金につきましては、山村活性化支援交付金を活用いたしまして、ふる

さと振興社に交付しているものであります。下から２つ目になります商工業振興補助金につきましては、３

４件の申請があり、補助金を交付しております。続きまして目２商工施設費、節１１需用費、電気料につき

ましては、これはポッポー館内の電気料、そして商店街街路灯、駐輪場街路灯、中央広場街路灯を含めた電

気料になっております。１つ飛びまして修繕料につきましては火災報知機、照明機器等の修繕費に充ててお

ります。次のページをお願いいたします。節１３委託料、設計委託料につきましては、街路灯設置工事の設

計委託をお願いしているところです。次の施設管理委託料につきましては、ポッポー館の夜間休日祝日の施

設管理をシルバー人材へ委託しているところであります。それ以下、施設の維持管理に必要な委託を委託料

として上げております。１番下の不動産鑑定委託料につきましては、駅前東側駐車場用地の鑑定をお願いし
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ています。次に、目１観光費、節１１需用費ですが、印刷製本費におきましては、観光パンフレットリーフ

レットの増刷費用、そして電気料につきましては、おかどめ幸福駅、薬師、秋時の電灯街路灯の電気料です。

水道料についても同じです。修繕料につきましては、キャンプ場の汚水管、そして岡留幸福駅売店コンセン

ト設備修繕等に充てております。節１２役務費の通信運搬費につきましては、ビハ公園キャンプ場と幸福駅

売店の無線ＬＡＮ回線による通信運搬費になっております。次のページをお開きください。節１３委託料、

１行目の幸福駅売店指定管理委託料、そして４行目のビハ公園キャンプ場指定管理委託料につきましては、

指定管理料として、支払っている分ですけれども、幸福駅売店につきましては、令和２年度まで、ビハ公園

キャンプ場につきましては令和５年度までの期間となっております。そして３行目の、谷水薬師周辺除草作

業委託料、そして１番下の宮河内川公園除草業務委託につきましては、シルバー人材センターに委託してい

るところであります。そして５行目の薬師谷水薬師休憩場管理委託料につきましては、谷水薬師保存会に売

店の売店トイレ等の管理を委託しているところであります。続きまして、節１５工事請負費、これにつきま

しては先ほど歳入のほうで説明しましたが、ビハ公園管理棟等改修工事の工事費用です。節１８備品購入費

につきましては、おかどめ幸福駅売店のＡＥＤを購入しております。節１９負担金補助及び交付金ですけれ

ども、各種協議会等への負担金となっておりますが、３行目の白髪岳を守る山の会助成金につきましては、

白髪岳を守る山の会に白髪岳周辺の環境保全のために、使っていただく助成金として支出しております。次

に目２緑の街づくり事業費です。節１３委託料、花づくり管理委託料につきましては、シルバー人材に委託

しているものであります。そして節１９負担金補助及び交付金、菜の花プロジェクト補助金につきましては、

あさぎり町青年団に補助金を出して岡留幸福駅周辺の菜の花植栽等を行っていただいております。次のペー

ジになります。目１定住促進費になります。節１報酬、これは定住対策として１人の非常勤職員を雇用して

おりますが、ポッポー館に常駐していただいて、結婚対策、そしてポッポー館管理等をお願いしております。

節１９負担金補助及び交付金ですけれども、これらも各種協議会への負担金となっておりますが、５行目の

定住促進奨励補助金につきましては、あさぎり町に新しく住まわれた要するに新築もしくは中古住宅を購入

されて、定住されたという方に対する補助金になりますが、４０歳未満の方が４名で５０万円掛ける４、そ

して４０歳以上の方が１名ということで３０万円。ということで合計の金額を支出しているところです。以

上、商工観光課所管分を終わります。 

◎議長（徳永 正道君）  建設課長。 

●建設課長（大藪 哲夫君）  はい。それでは、建設課所管分につきまして説明いたします。歳入からです。

１３ページをお願いいたします。目の上から２段目、目６土木使用料の住宅使用料ですが、備考の１段目、

町営住宅使用料から４段目の町営住宅浄化槽使用料過年度分までの収入合計８,１２７万６,０３８円を住宅

使用料として受け入れたもので受け入れたものです。令和元年度の徴収率につきましては、現年度が９６.

２％、過年度分が２.３％で、全体では、前年度より１.５％徴収率が下がっております。なお、収入未済額

１,６４３万８,１８２円のうち、現年度分が３０４万６,０６２円の３８件分です。過年度分が１,３３９万

２,１２０円の延べ１５１件分となります。１５ページをお願いいたします。目の上から４段目、目５土木

費国庫補助金の節１土木管理費補助金は、耐震診断２件分に伴う補助金となります。節２道路橋梁費補助金

は、現年度分の道路改良費補助金で、事業としましては、橋梁補修、歩道整備、舗装補修事業となります。

その事業に伴う補助金を受け入れたもので、補助率は対象事業費の６３.２５％となっております。収入未

済額は、令和２年度に繰り越した補助金となります。これは薬師堂線の関係でございます。１つ下の節３住

宅費補助金の公営住宅等ストック総合改善事業補助金は、上西団地、公営住宅の上西団地改修工事に伴う補

助金です。補助率は４５％でございます。目６災害復旧費補助金、節２公共土木施設災害復旧費補助金は立

野線、皆越線の２カ所の災害に伴う補助金となります。備考の２段目、繰越明許は堀川、皆越線、立野線の
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３カ所の補助金となります。収入未済額は、令和２年度に繰り越した補助金で、   関係となります。次

のページをお願いいたします。目の上から３段目、目３土木費国庫委託金、樋門管理国庫委託金ですが、こ

れは球磨川の１９カ所の排水樋門の操作に係る国庫委託金です。１９ページをお願いいたします。中ほど上

から、３段目ですが、目６土木費県補助金は、耐震改修工事、耐震改修設計の申請がありませんでしたので、

ゼロとなっております。次のページをお願いいたします。目２農林水産事業費県委託金の節１農業費委託金、

清願寺ダムの管理経費として県から委託金を受け入れたものです。次の段の目３土木費県委託費の節１河川

費委託金は、県管理河川の７河川につきまして、護岸雑草処理委託金として受け入れたものです。２５ペー

ジをお願いいたします。目４土木債、節１道路橋梁債は、橋梁４橋梁の設計と工事並びに舗装補修、これは

６路線ですが、それと道路改良、これは４路線ですの工事や設計用地費分として借り入れたものです。なお、

繰越明許分につきましては、舗装補修、道路改良など４路線分として借り入れたものです。次のページをお

願いいたします。目８災害復旧債の節１公共土木施設災害復旧事業債は、町道と河川の３カ所の復旧工事分

として借り入れたものです。なお、繰越明許分は昨年度から繰り越した町道河川４カ所分の復旧分となりま

す。続きまして、歳出となります。８２ページをお願いいたします。はい、目１９清願寺ダム管理費です。

節１３委託料ですが、清願寺ダムの管理を行うための保守点検などの委託料となります。次のページをお願

いいたします。節１９負担金補助及び交付金につきましては、県営防災ダム事業において令和元年度ダム湖

内の堆積した土砂の搬出をするための事業費２,０００万円の６％を町が負担しているものです。次に、９

０ページをお願いいたします。土木費です。目１土木総務費は職員や非常勤臨時職員等の給与手当等でござ

います。そこで非常勤臨時職員につきましては、耐震改修に伴いますダイレクトメール等の事務のをお願い

しております。次のページをお願いいたします。節１９負担金補助及び交付金は、耐震診断２件分の補助金

を支出しております。目２環境整備資材等支給事業費です。支出額１,１７６万９,３６３円は、住民協働に

伴う支出分で、主なものといたしまして、節１４機械借上料、節１９原材料費となります。事業内容としま

しては、町内１８地区の道路の法面整備、支障木等の伐採、ごみステーション等の設置など地域住民の皆さ

んの協力により実施されております。次に、目１道路橋梁総務費です。節１３委託料、道路台帳整備委託料

につきましては、平成３０年度に行いました道路改良で、道路幅員等広くなった路線について、道路台帳を

補正する必要があることから、それにかかる経費を支出したものです。次のページをお願いします。目２道

路維持費です。節１１需用費ですが、町道の補修に係る経費で主なものとして修繕料です。道路が傷んでい

るカ所の手直し、転落防止さく、法面補修などが主なものとなります。節１３委託料の設計委託料は、橋梁

補修設計の２橋分、法面改修２カ所、道路改良１カ所分でございます。主なものとして、堀川５７号橋、小

枝下里線橋梁等がございます。道路維持委託料は、地元の建設業、シルバー人材センターに委託した除草作

業の委託料となります。調査設計委託料は、橋梁点検マニュアルと橋梁の定期点検分となります。道路施設

等維持管理作業員派遣業務委託料につきましては、作業員１０名を平成２７年度から派遣会社に委託し派遣

してもらっている分の経費となります。これには公園管理の２名も含めております。備考欄１番下の繰越明

許については、平成３０年度から繰り越した立野線の法面地質調査分となります。なお、翌年度に繰り越し

ます繰越明許費は、立野線法面改良に伴う地質、こちらは地すべりの調査分となります。節１４使用料及び

借上料の機械借上料は、町道への崩土の土砂撤去用に機械を借り上げたものです。節１５工事請負費ですが、

現年度分の主な工事としては、交付金事業で行いました橋梁補修工事１件、舗装補修工事２件、単独で行っ

た舗装補修、防護さく設置、側溝改修工事等１１件分となります。繰越明許費分は、舗装補修１路線、吉井

二子線ですと、防護さく設置工事、別府線となります。節１６原材料につきましては、舗装用合材側溝のふ

たなど道路補修用の資材を購入したものです。次のページをお願いします。はい、節１７公有財産購入費は、

環状１号橋の架け替工事に伴う用地取得費となります。節１８備品購入費については、チェーンソー３台を
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購入しております。節２２補償補てん及び賠償金は、立野線の通行止めにより日帰りのデイサービスを受け

ておられた方を短期宿泊で対応してもらうことに伴う補償費となります。目３道路新設改良費ですが、節１

３委託料につきましては、天神２７号線の地籍測量図作成の委託料です。節１５工事請負費は、川瀬中島線、

江島田頭川線、市口築串線の改良工事分となります。節１７公有財産購入費は、６路線、川瀬中島線、須恵

深田線、吉井下道線、天神２７号線、市口築串線、薬師堂線分となります。節２２補償補てん及び賠償金に

ついては、須恵深田線の移転補償費の前払い分となります。翌年度へ繰り越す翌年度への繰越明許費は、須

恵深田線の移転補償費の完了払い分と薬師堂線の移転補償分となります。目４道路改良費です。次のページ

をお願いいたします。節１３委託料については、黒田古町線家屋調査と古町永才線、前田橋の実施調査分で

す。翌年度へ繰り越す繰越明許費は、古町永才線、前田橋の詳細設計分となります。節１５工事請負費です

が、交付金事業で行いました通学路整備事業の堂の下線と今井中学校線分となります。節１７公有財産購入

費は、今井中学校線、古町永才線の歩道整備事業に係る分となります。節２２補償補てん及び賠償金は、今

井中学校線の電柱移転分となります。繰越明許費繰越明許分は、今井中学校線の道路整備工事に伴う補償費

分となります。款３河川費の目１河川総務費ですが、節１３委託料は、樋管操作員委託料につきましては、

球磨が樋管操作１９樋門に係る委託料です。県河川除草委託は、県管理河川７河川の除草委託料となります。

節１４使用料及び賃借料につきましては、畑ノ田川の護岸補修に係る機械借り上げ料となっております。９

５ページをお願いいたします。目２河川改修費です。節１５工事請負費ですが、宮原川の浚渫、覚井川、免

田川の護岸補修工事分となります。節２２補償補てん及び賠償金は、宮原川護岸補修工事に伴う補償費とな

ります。次に、款４公園費の目１公園費です。公園費につきましては、岡留公園、向町親水公園、中島親水

公園の管理に係る費目となります。節１１需用費の修繕料は、岡留公園の遊具の修繕や管理機械トラクター

などの修繕に係るものが主となります。節１３委託料は、岡留公園整備に係る測量設計委託料、そして公園

内の樹木伐採委託料、そして遊具の保守点検委託料となっております。節１５工事請負費については、岡留

公園の整備分の工事となり、工事分となります。目１住宅管理費ですが、次のページをお願いいたします。

はい、節１１需用費の修繕料は、入居者の修繕依頼によるもので、団地の躯体関係の修理や設備に係る修繕

などとなります。例を申し上げますとトイレタンクの漏水とドアの修繕等となります。節１３役務費の主な

ものとして、建物災害保険料となります。節１３委託料、こちら主なものとして浄化槽管理委託料となりま

す。次のページをお願いいたします。節１８備品購入費は消火器３本分でございます。こちら二子団地分で

購入しております。目２住宅建設費でございますが、節１３委託料の設計委託料は、二子団地の改修工事設

計業務と上西団地の改修工事と新堀之内団地の工事に伴う管理業務委託分となっております。節１５工事費

請負費は、上西団地３、４、５号の外部改修工事と内部改修工事、そして新堀之内団地の１工区から４工区

までの屋根外壁工事、併せまして竹野団地の１棟分の解体分となっております。１２１ページをお願いいた

します。中ほどの項２公共土木施設災害復旧費の節１３委託料は、昨年の豪雨により災害が発生した３カ所

の測量設計業務の委託料です。皆越線、櫛木川、松ヶ野川でございます。節１５工事請負費は２カ所、皆越

線と立野線の災害復旧工事分となります。翌年度へ繰り越し、翌年度への繰越明許費は櫛木川の災害復旧工

事を繰り越しております。備考欄の繰越明許費は昨年度から繰り越した。４カ所を堀川、皆越線の１工区２

工区、立野線の災害復旧工事分となります。以上で建設課所管の説明を終わります。 

◎議長（徳永 正道君）  上下水道課長。 

●上下水道課長（林 敬一君）  はい。それでは、上下水道課所管分を御説明いたします。まず歳入でござい

ます。１５ページをお願いいたします。目の２段目の目３衛生費国庫補助金、節１保健衛生費補助金、浄化

槽設置交付金でございますが、浄化槽を設置された個人に対し、国県町それぞれ３分の１ずつ負担し、浄化

槽設置の補助を交付しておりますが、その国庫補助金分を受け入れたものでございます。次に、１７ページ
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をお願いいたします。目の下段の目３衛生費県補助金、節１保健衛生費補助金、備考欄の最上段の浄化槽設

置事業費補助金につきましては、先ほど、国庫補助金と同様、個人が設置した浄化槽に対し交付する県補助

金分を受け入れたものでございます。次に歳出でございます。７０ページをお願いいたします。こちらは、

目３環境保全費の続きでございますが、節の中ほどの節１９負担金補助及び交付金の２行目、浄化槽設置整

備事業補助金は、個人が設置された浄化槽６基に対しトイレの改造費等の補助金を加えて交付したものでご

ざいます。それから３行下の合併浄化槽維持管理費補助金については、令和元年度からの新規事業としまし

て、下水道処理区域外の合併浄化槽設置のご家庭に対し、下水道使用料相当額と合併浄化槽維持管理費の差

額を補助したものでございます。２７９件に補助をしております。次に、７３ページをお願いいたします。

項１保健衛生費の続きでございますが、中ほどの節９水道費、目９水道費、節１９負担金補助及び交付金は、

水道事業会計の補助金ですが、水道事業の収益的収入として、総務省の地方公営企業繰出金基準相当額を繰

り出したものでございます。節２４投資及び出資金は、水道事業特別会計への出資金として繰り出したもの

でございます。９７ページをお願いいたします。目の下段の目１下水道費、節２８繰出金、下水道事業特別

会計繰出金、主に下水道事業の公債費の償還に充てているものでございます。上下水道課関係は以上でござ

います。よろしくお願いいたします。 

◎議長（徳永 正道君）  追加説明はありませんか。説明が終わりましたのでこれから質疑を行います。質疑

は各課ごとに行っていきます。それでまだ質疑が足りないようであれば、一括で質疑をしていただく時間を

設けたいと思います。それでは最初は会計課分です。質疑ありませんか。ありませんか。次は、総務課分で

す。質疑ありませんか。溝口議員。 

○議員（１２番 溝口 峰男君）  総務課にページの３１ページの区の運営費についてちょっとお伺いします

が、条例の第２項には、第２条ですね。各区の運営及び事業の経費の一部に対し助成金を交付する。そして

２項に前項に定めるもののほかに、各区の自主防災に要する経費の一部に対して助成金を交付すると。これ

分けてしてありますが、この助成金の額というのは、別表で均等割と戸数割としてあるんです。これは私が

１回一般質問した経緯があるのかなと思うんですが、２７年に改正したんですね。ほいで、この金額を多分

改正されたと思う。要は、お伺いしたいのは、この２項にですねある各区の自主防災に要する経費の一部に

対し助成金を交付するとしてあるわけですけれども、これはどういうふうに見ればよろしいんですか。 

◎議長（徳永 正道君）  総務課長。 

●総務課長（土肥 克也君）  はい。区運営助成金の件についてでございますが、議員御指摘のとおり、交付

要綱の中で、その二つの項で助成をするということを定めております。今の御質問の中にもありましたとお

り、自主防災組織に対する助成もこれは改正によって規定したものでございます。現行の区運営助成金、均

等割戸数割ございますが、これにそれぞれ自主防災組織の活動に助成するものを含めて改正を行ったもので

ございます。その経緯を申し上げますが、やはり災害がこのように頻発、重大化する中で自主防災組織の必

要性が高くなったというものでございます。以前は各自主防災組織への助成を行うそれぞれに必要なものを

助成するという制度を設けておりましたが、なかなか申請がございませんでした。それを一律に、各区でも

うすべての区で防災組織をつくっていただいておりますので、この均等割と戸数割の中で、運営助成金とし

て交付を改正によって始めたところでございます。以上です。 

◎議長（徳永 正道君）  溝口議員。 

○議員（１２番 溝口 峰男君）  私どもの区も今年から自主防災活動費っていう支出の項目を改めてつくっ

てやるようにしたわけですね。というのはやっぱり自主防災の組織をつくってやはりより活発な意思の改革

をしていかにゃいかん部分と活動していかにゃいかん、やっぱり費目をつくることによって意識が変わって

くるというふうに思ったわけですよね。そういうふうな形にしましたが、以前はこの中にそういうものが入
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ってるとはいうふうな理解をしてなくて、活性化交付金があったんで、その活用をこちらに使って持ってき

て自主防災組織の活動ということでやってきたいう思いがあるわけです。私はせっかくですねここにこうい

うふうにあって、そしてなおかつ町長が今言われるようにいろんな形の中で共助というのを強く訴えておら

れます。ですから、やはり今からはそういうことであるならば、やはりこの助成金の中にも自主防災に分類

を別にしてですよね、私は説明を区長さん方にもしたほうが、これに一括入れてますよっていう説明よりは、

私はやっぱり町としては自主防災組織に対してもこういう積極的な支援をしてますって言えるんではないの

かなと思うわけですね。４万円で足らなかったら、私はその活動自体ではもう自主防災組織がそれぞれにで

き上がってますから、これからは私は必ずこれ各行政区の組織が動き出します。今回の経験で。そうなると

ですね、私はある程度区のお金は、ある面必要になってくると思うんですよね。活性化交付金も、もう来年

でほとんど消えてしまいます。だから何らかの手当てというのを私は共助の部分で、公的資金お金はある程

度の支援というのは必要じゃないのかなというふうに思うんですけれども、いかがお考えですか。 

◎議長（徳永 正道君）  総務課長。 

●総務課長（土肥 克也君）  はい。この区運営助成金２７年の改正で、当年度からそのように執り行ってお

るわけでございますが、確かに今おっしゃられましたとおり、自主防災組織の役割というものはかなり大き

なものがある、それはもう行政としても認識しておるところでございます。現に今回の７月豪雨の際には、

町の公助の部分と、共助の部分、特に公助でのなかなか手が届かないといいますか限界があるという部分が

見えました。ですから自主防災組織、共助の部分がやはり重要であるということを再認識したわけでござい

まして、災害対応の中でも、やはり浸水被害をとどめるための土のう等の不足がかなり電話がありました。

公助ではそれはなかなか消防団でも対応が難しいということで、自助共助でお願いしますということを言っ

たんですが、なかなか今回の雨ではその部分の機能が発揮できなかったというものでございます。当然共助

を行う上でも、幾ばくかの金額といいますか事業費は必要になる。これも承知しておりますので、現在はこ

の４万円等と均等戸別割ですねという形で自主防災組織の運営費もしておりますが、今回自主防災組織の連

絡会議も設置いたしました。その中で、しっかりと町もその共助の部分をお願いします。そのためにいろん

な意見を出し合いながら作りあげていきましょうというスタンスではおりますので、やはりその中で進めて

いくためには、町からの助成等もあわせて検討していく必要があります。今議員がおっしゃられましたとお

り、前回の区長会の中でも、この運営助成金の内訳についての御質問がございました。もう御指摘のとおり、

この詳細な金額が町のほうからもなかなか示していなかったというものも反省すべき点かと思います。今後

は自主防災組織の代表者連絡会議の中でしっかりと共助、また公助についての意見を取り交わしていきたい

と考えているところでございます。 

◎議長（徳永 正道君）  町長。 

●町長（尾鷹 一範君）  はい。私も区長をしているときに、この区の運営助成金の申請手続をするときに計

画書を書くんですが、その時に担当のほうからですね、いろいろと説明を受ける中で、その中で自主防災組

織の活動とか、あるいはいろんな区での行事とか、そういうものを書いて出した覚えがあります。また報告

書も実際やったそういうような自主防災組織についても、どういうことをやった、何人参加した、そういう

ものも書いて出しておりますので、今でも担当がそのような指導をしながら、この区運営助成金については

ですね、やはりそのそれぞれ区の独自の活動方針もあるでしょうから、その中でバランスよくいろんな活動

をしてもらう中に、自主防災組織の活動というものも入っているものと私は理解してますが、またそれは帰

りましてから担当にもよく聞きまして、自主防災組織のほうにもですね、今後ウエートを置いていくように

したいと思いますし、今課長が話しましたように、やはりこれから本当に共助の部分で自主防災組織の役割

ちゅうの担う役割が大きくなってきますので、そういうところもきちんとまた把握していって、今後の方針
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ももう少し見直すべきところがあれば見直していきたいと思います。 

◎議長（徳永 正道君）  他にございませんか。小谷議員。 

○議員（１番 小谷 節雄君）  はい、今の溝口議員の質問にちょっと何か関連してきてしまうんですが、ペ

ージ１９ですね１９ページ。目７ですかね。消防費の補助金の中で球磨川水系の防災減災ソフト対策、これ

の県の基金事業だと思ってるんですが、これにつきましては恐らくすいません、中途半端な記憶ですけど、

何か期限がありましたですよね。これについて説明でなかったかと思いますから、確認したいんですが、あ

と何年あってですね、あさぎり町の枠といいますか、これまだ引き続き続くのかということと、もう一つ今

回新たにまた基金云々ってあれはまた別もんだと思うんですけれども、こういった今の現在のソフト事業に

充当するようなこの県の基金事業が今後まだ可能性としてあるのかどうかその付近をちょっと今のおわかり

の範囲でですね、教えていただければと思います。 

◎議長（徳永 正道君）  総務課長。 

●総務課長（土肥 克也君）  はい。球磨川水系、防災減災ソフト対策事業費につきましては、平成２７年に

基金を設立され施行された事業でございます。基金額は１０億円を積み立ててその中で事業を推進していく

というものでございまして、おおむね１０年の事業計画でございます。そのことから、事業期間は令和６年

度になるというものでございます。あくまでもおおむねということでございます。１０億円について、各市

町村への配分といいますか、というものはなされておりません。年次計画によって要求した額をその年その

年で配分をしていくということで、あとどのくらいあさぎり町にということはわからない部分でございます。

それと、これは熊本県の今回の豪雨を受けての補正予算の中で、このソフト対策事業の基金の名称を変えて

復興基金として３０億円を積み立てるというものが報道で私は確認しております。当然復興でございますの

で、もう少しこのソフト事業対策の範囲が拡充するものは想定されますが、まだ具体的な情報は入ってきて

ないところでございます。この基金にかえてということは示されておりましたので、同じような防災減災に

つなげる、またあわせて復興を進める事業だと現在のところでは考えているところでございます。 

◎議長（徳永 正道君）  小谷議員。 

○議員（１番 小谷 節雄君）  はい。私もうろ覚えで現在の基金ですね、非常にちょっと言葉悪いですけど、

自治体間での取り合いですね、という部分があると思いますので、あと残額はいくらかわかりませんが、今

先ほどの議論でもありましたけども、今からそういった自主防災組織も含めて、そういったソフト事業に対

する財源としてですね、これ非常にうまく使えば非常に町村としてメリットがある部分がありますので、ぜ

ひこういう言い方したらいかんですけども、よその自治体にとられる前にという表現はよろしくないんです

が、使える、要するに今やろうとしてるのに財源として充て込めばいいというような部分ですので、ぜひ検

討いただいてると思いますがですね、積極的な活用をしていい制度じゃないかなと思っておりますので、ぜ

ひよろしくお願いしたいと思います。あと別件で１点、もう１点お尋ねをしたいと思います。総務管理費の

中でそれぞれ職員さん特別職も含めてのですね旅費等もございますが、１点これ確認でお尋ねをしたいと思

います。昨年度の秋ですか、球磨郡の町村会で町村長さん方の研修を視察をされたという中での、これは未

確認ですので、そういう話があるということで確認でお尋ねしたいんですが、町長につきましては後半のほ

うが他の町村長さんと別の行動されたというふうにちょっと聞いているところがございます。その付近が何

か具体的な御説明ができる範囲であれば、御説明をいただいて、そしてそれが町村会のほうともですねちょ

っと調整はできてるんだと思いますが、その付近一般住民の方からちょっと若干疑念があるような話もあっ

ておりますので、その辺の御説明をまず総務課長か何かその辺の具体的な部分がありましたら、あるいはも

う町長御自身からでも結構でございますのでですね、御説明いただければと思います。 

◎議長（徳永 正道君）  町長。 
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●町長（尾鷹 一範君）  昨年の９月２５、２６、２７日に町村長の研修で四国に行きました。この話ですよ

ね。１日目は新八代駅から新幹線に乗りまして岡山を通って、香川県の直島というところで、今非常にアー

トとかいろんなことで有名なところがありまして、そこに研修をしまして、その日は高松市内のホテルに１

泊しました。翌日はそこをでまして徳島県の上山町というところに、ＩＴ企業で非常にサテライトオフィス

とかもういろんなところで紹介されているところですけれども、いろんな農業でも面白い取り組みをされて

まして、実際私が帰ってきてから農業振興課もその農業のほうで研修に行った行ってもらったぐらいですけ

れども、そこの研修をして、そしてその日は徳島市内に入って、そこで１泊しました。翌日はこの研修のほ

うは、午前中に徳島には御存じと思いますが、大塚製薬の創業者の出身ということで、あそこには大きい大

塚美術館というのがあります。美術館を見学して、これずっと異動はバスですけども、淡路島を通って、そ

してお昼の新幹線で帰るというようなスケジュールでした。で私は、ちょっと知り合いがいまして、そこで

出発前にいろいろ電話で、今度は徳島にこういうことで行くという話をしながら、私の知り合いが大塚製薬

の営業マンをしてまして、そのあと退職して今徳島に住んでるわけですが、美術館見るんだったらおれが案

内してやると。ほんとに大きい美術館で、地下二階地上三階だったと思うんですけど、俺が案内していいと

ころをずっと見たほうがいいぞても言ってくれましたし、友達とも久しぶりでしたので、町村長にもお話を

して、私は自分で回りますというようなことでお話しして、私は３日目の朝、皆さんがもうその美術館を見

て帰られる朝に、皆さんたちとお別れして、したわけです。そのこと別の別行動というのは、そのことだろ

うと思います。 

◎議長（徳永 正道君）  小谷議員。 

○議員（１番 小谷 節雄君）  はい。ちょっと総務課長に確認をとりたいんですが、今の町長の御説明の中

の行程の中でですね、要するにあさぎり町としての公務出張の規制等に関して、あるいはあさぎり町に限ら

ずですねちょっと大げさに言うと議長云々も含めてですね、そういうのに特段の問題とか課題はなかったの

かどうかがを確認したいと思います。もう３回目ですからお答えいただく前に申し上げておきますが、私は

これですね、私個人的に制度的に恐らく総務課長の御回答もですねあんまり法律上制度上は、違法性はない

というふうに私は私個人的に現時点で思っております。ただ、あえてこれをもうこの場で申し上げているの

はですね、そういうのなかなか一般住民の方も詳しくは御存じない部分があるし、それはおかしいんじゃな

いかというふうな疑念を持たれる部分もあってこういう話が出てると思うんですよ。ですから、あえても私

は町長に向かって申し上げることでもないかもしれませんけれども、よく言われますね、いかに冠を正さず

みたいな言葉ですね。いろんなこの件も含めて、私が確認の意味でいろいろ見た範囲では、こういったこと

はいろんな日本全国、その都度都度あって、あってというか、結局最後は、職員我々も含めてあるいは職員

の皆さんも含めてあるいは特別職の町村長さん方も含めて、結局最後は倫理感の問題になってくるという話

に行き着くんじゃないかと違法性があればもう別問題ですけど、そういう部分も含めて後ほど町長からもお

答えいただきたいんですが、繰り返しですがこの場で申し上げてるのはそういうことを住民の方が感じてお

られる方が少なからず、少なくてもおられるのは事実なんですよね。ですから、あえてこの公の場でですね

お尋ねをしまして、町長からも説明していただきましたので、その付近をきちんとお答えをいただくのはか

えっていいのかなと、もぞもぞとしとくよりもですね、そういう意味も込めまして、この場でちょっと出さ

せていただきましたので、その付近を含めてお答えをいただければと思います。よろしくお願いします。 

◎議長（徳永 正道君）  総務課長。 

●総務課長（土肥 克也君）  はい。では私のほうから、規定といいますか、旅費も含めての取り扱いについ

て御説明いたしますが、本来、旅行命令書によって、私たち職員も出張するものでございます。その出張と

あわせてといいますか、出張後に私事旅行私事の旅行をするというものも、これは事前に出張の命令権者か
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ら承認を受けた場合には可能となっているものでございます。これは私事旅行をしているまたは、遠隔地に

滞在している者が出張する際、そして出張した後、私事旅行に切りかえる二つの方法がありますがどちらも、

事前に旅行券者ら承認を受けた場合には可能ということになっております。旅費の取り扱い等についても、

私事旅行からの赴任、出張への赴任というものの規定は、町の規則にもございますが、その逆のパターン、

出張後のものはございません。これは国の国家公務員の旅費に関する法律も同じような規定ぶりでございま

して、国は運用によって旅行、旅費の計算等の取り扱いを定めております。よって、町も国庫準拠の原則が

ございますので、同様の取り扱いをしこの支持旅行に係る分、それに関する当然それには旅費は出しません

が、その際での旅行命令の取り扱いを取ったところでございます。以上です。 

◎議長（徳永 正道君）  町長。 

●町長（尾鷹 一範君）  はい。私もですね、５月に就任しまして９月のことで、ちょっと後で中か旅行一定

井田町村長さんと別れときですね、２番目の夜の懇親会っちゅうか、夜の食事が始まる前に、町村長さんた

ちにおわびしました。本当にちょっとこれは私も軽率な行為でしたと、やっぱり皆さんと一緒に来た以上は

最後まで行動共にして、最後まで帰るべきでしたと。ちょっと軽率な行動でしたので、以後はもうこういう

ことがないようにしたいと思いますちゅうことで、町村長さんにはおわびをしているわけです。もう行事が

既に進んでましたので、そこで気づいたんですが、そのときだけは、３日目の朝に皆さんとおわかれをした

というところです。それとちょっと言い訳になるかもしれませんが、一応すべての行事は最後の日の美術館

だけは、自分で回りましたけど、一応すべての行事が進んでいるからいいかなというような、一つの自分か

ってのは安心感もあったのも事実です。ただ旅費については、余分な旅費は使っておりません。もう４翌日

４日目、要するに金曜日に皆さんが３日目で帰られて、翌日が土曜日で、公務入ってませんでしたので私は

土曜日に帰ってきましたけれども、そこからは徳島から新八代までの普通、予定どおりのコースで帰ってき

ましたので、そこから余分な移動とかですね。そういうこともしてませんし、要望に１泊とまった分の旅費

も自分で支払っておりますので、余分な公費は払ってないと私は思ってます。たださっき言いましたように、

やはり団体行動ですから、これからはきちんと最後まで行動をともにしたいと考えております。以上です。 

◎議長（徳永 正道君）  他にございませんか。質疑の途中ですがここで１０分間休憩をいたします。 

 

休憩 午後２時４０分 

再開 午後２時４９分 

 

◎議長（徳永 正道君）  休憩前に引き続き、会議を再開いたします。次は企画財政課分です。質疑ありませ

んか。難波議員。 

○議員（３番 難波 文美さん）  ３番です。企画財政課にお尋ねします。今回ですね、ふるさと寄附金が１

億５,０００万を超えたということでたくさんの寄附をいただいております。で、この活用方法が５項目と

いうことであるあさぎり町のふるさと寄附金条例にも定められておりますが、五つの活用項目についてので

すね、この寄附金の割合振り分けの割合というのはわかるんでしょうか。 

◎議長（徳永 正道君）  企画財政課長。 

●企画財政課長（船津 宏君）  はい、お答えいたします。ふるさと寄附のですね、活用状況についてですけ

れども、ふるさと寄附を受ける際に、六つの指定区分をいただいておりまして、６番目は指定なしでありま

すけれども、まず最初の若者が残れる元気な産業が息づくまちづくりに関する事業、こちらがすいません、

いずれも平成３０年までの実績の資料でお答えさせていただきます。最初のまちづくりに関する事業につい

ての割合が９.３％。２番目の健康づくりの輪が広がり、人が生き生きと輝くまちづくりに関する事業も同
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じく９.３％。３番の助け合いに満ち安全安心快適が広がるまちづくりに関する事業も９.３％。４番目の親

子の笑顔があふれ、子供が明るい未来に羽ばたくまちづくりに関する事業が５６.７％、地域のオンリーワ

ンが輝き、人が触れ合うまちづくりに関する事業が４.０％、６番目の指定なしの分が１１.４％ということ

で、これまで配分をさせていただいております。以上です。 

◎議長（徳永 正道君）  難波議員。 

○議員（３番 難波 文美さん）  はい、１番から５番まで出ておりまして、１番２番３番というのが９.

３％同じ割合になっております。４番目が５６.７％ということで、活用に親子の笑顔があふれ子供が明る

い未来に羽ばたくまちづくりということで、ここは児童生徒に対する教育への寄附金の活用方法というふう

にお見受けしておりますけれども、教育この活用のですねパーセンテージはどのような形で決められている

のでしょうか。今回特に寄附金が大きくなっておりますので、これは平成３０年度までの実績ということで

今お伺いしましたけれども、今後ですね、どのような考えで振り分けをされていくのか、現時点でお考えが

あればお願いいたします。 

◎議長（徳永 正道君）  企画財政課長。 

●企画財政課長（船津 宏君）  はい。この活用のですね、分配の方法につきましては、庁内で予算編成を行

う際にですね、基金の充当先をかんがみまして、例えば、今お尋ねの親子の笑顔があふれ子供が明るい未来

に羽ばたくまちづくりに関する事業でありますと、おおむね毎年子供育成奨励支援金、それから出生祝金、

それからあさぎり中の図書の購入費、それから学校ＩＣＴの機器のリース料等に割り振っております。町内

のですね中で、この基金を活用するのに適切な事業というのを勘案をして、今のところは、予算編成時にで

すね基金を割り当てているというふうな状況です。 

◎議長（徳永 正道君）  難波議員。 

○議員（３番 難波 文美さん）  はい、これはあくまでも平成３０年度の実績ということでしたので、今回

決算も出まして、大きな寄附金をいただいたということで、これまで子供のためにということで割合が大き

く出していただいているこの４番目の活用なんですけれども、やはり高齢者とかですね、そちらのほうにも

これからはちょっと振り分けの割合なども大きくなってくるのではないかと思いますし、今回災害もござい

ましたので、この数字をですね、これからまたしっかり精査していただいて、適切な活用といいますか、効

果的な寄附金の活用をすることが、やはりあさぎり町に寄附をしていただいた方へのお返しにもなると思い

ますので、これからもよろしくお願いします。 

◎議長（徳永 正道君）  企画財政課長。 

●企画財政課長（船津 宏君）  はい。先ほどまで説明しておりました分につきましては、平成３０年度まで、

それから平成３１年、令和元年度も２,０００万円を割り振っております。今議員御指摘のようにですね、

今年につきましては、臨時災害の臨時寄附金もありましたので、この件についての活用についてはまた別途

検討しなければならないと思っております。それから令和２年度につきましては、これまでの２,０００万

円としておりましたが、本年度からは１億円を充当していきたいと思っております。ただ今年度の予定には

ですね、高齢者向けのものが特段入ってはおりませんが、例えばわっかもん検診事業とかですね、それから

健康政策マネジメントの支援とか、そのようなものにも充てております。御指摘のように、高齢化率もです

ねかなり上がっておりますので、そういうことも御意見も伺いながらですね、今後の分配配分に検討を入れ

ていきたいと思っております。よろしくお願いいたします。 

◎議長（徳永 正道君）  他にございませんか。小見田議員。 

○議員（１１番 小見田 和行君）  １点お伺いいたします。ページは３３ページのですね、財務諸表作成支

援業務支援委託料について伺いたいと思います。これ毎年思うんですけど、このホームページに今年も３０
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年度の財務諸表の公表がなされておりますけど、これをもとに公表して、これをどのように活用されるおつ

もりなのか。先進地で宇城市がございますけど、あそこはもう平成１７年に合併をして、平成３０年に当た

っては、資産の白書をですね作成し上げて、施設別バランスシートとか行政コスト計算書を用いて、行政を

運営しておりますけど、合併したということ同じ条件なんですけども、うちの町の場合はですね、そこ辺今

度の場合も諸表の作成はしますけど、それをどう使うのか、今後どのように展開していくのかということに

ついて、毎年なんか途中で止まっているような感じがいたします。今回宇城市に職員さんが行かれて勉強さ

れてきたということでございますけど、やはりその辺のですね、どのようなその違いを感じてこられたのか。

それについて伺いたいと思います。 

◎議長（徳永 正道君）  企画財政課長。 

●企画財政課長（船津 宏君）  はい。財務書類の公表につきましては、御指摘のようにホームページのほう

に公開をしております。つい先月だったですかね、財政主管とそれから行革担当と沖松補佐が宇城市のほう

に行っておりますんで、ちょっと概要だけ説明をさせたいと思いますのでよろしくお願いします。 

◎議長（徳永 正道君）  企画財政課長補佐。 

●企画財政課課長補佐（沖松 勝彦君）  はい。ただいま小見田議員からですね、お尋ねがありました財務諸

表の活用についてということで、これに関連してですねあさぎり町におきましては、行財政改革の先進地研

修として、去る８月４日の日に宇城市のほうに研修に行かせていただいております。あさぎり町の財政状況

ですね、今後考えましたときに、やはり先進地の事例を参考にしながら、町のほうで具体的な取り組みをど

う進めていくべきか、そういったものを参考にするために研修をさせていただいております。その中で今回

感じました内容としましては、二つあるんですけれども、これはどちらかというと、行革にかかわる部分に

なります。通常、町の町民課においてですね、住民票あるいは戸籍謄本等々、証明書の発行業務を行ってお

りますが、実はもう宇城市のほうではですね、いろいろそういったコンビニの住民票の発行等を既にされて

るという状況でありました。しかも窓口での手数料なんですけども、通常３００円で交付がなされますけど

も、実は宇城市の場合は１５０円で交付をされてるというようなことでした。理由としましては、職員が対

応するのではなくて、コンビニのほうで交付をするということで、そういった人件費部分を削減してといい

ますか、減額して交付をされてるというような理由のことでございました。ただし、この行政からのその分

の補てんが必要になりますので、当然その経費としては、その人件費分がその分差額補てんということで、

ペイするのかというところはまだまだ詰める必要があるかもしれませんが、やはり住民サービス利用される

町民の方が利用度っていいますかね。機能性に富んだ行政サービスであれば、その負担が適切な負担である

というふうに理解されればですね、それを正しい判断がつくかなと思いますけれども、そこら辺は今後あさ

ぎり町においてもですね、町民課等と検討していく必要があるかなというふうに感じて帰ってきたところで

す。また今度は支払い業務の件ですね、例えば宇城市の場合では市の税金であったり、あるいは保育料、そ

ういったものをですね、スマホ決済といいまして、ペイペイやラインペイという要はスマホの決済機能を活

用した支払いも、取り組んでおられるという状況でした。いわゆるキャッシュレス化をすることによって、

窓口の支払い業務を軽減されますし、そういったことで、住民サービスの向上を図ると、そういった取り組

みがなされておりました。もう一つは、いわゆるこれは職員向けですね、特にコロナ禍におきまして、３密

を避けるということがよく叫ばれておりますが、職員においてもですね、テレワークといいまして、要は自

宅のほうで勤務ができるようなスタイルを試験的にやってみるとか、そういったものも取り組んでおられま

した。具体的な方法としては、ノート型パソコンで、仕事がやれる環境をということでされておりますけれ

ども、まだまだあさぎり町の場合でいきますと、いわゆる起票の部分として、決裁をもらうためには、紙ベ

ースで当然その町長までの決裁という印鑑での承認をいただくような形になっておりますから、なかなかそ
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こら辺がペーパーレス化にシフトしていかないと、リモートワーク、テレワーク等がですね、進められない

かなというふうに感じたところでございます。そういったところが今回ですね、宇城市のほうで研修をさせ

ていただいた内容ですけれども、要は、スマート自治体をどう取り組んでいくのかっていうことが、今後で

すね、行政改革にも、かなりこの効果があるのではないかというところを感じて帰ってきたところでござい

ます。私から以上です。 

◎議長（徳永 正道君）  小見田議員。 

○委員（小見田 和行君）  はい。大変、貴重な研修結果聞かせていただきました。宇城市をですね我々もち

ょっといろいろ調べさせてもらったときに、合併３年間ぐらいで１人当たりの資産とか、１人当たりの行政

コストとかを出して比較したのが宮崎県の日向市と比較して高い低いを見て、それに向けて努力したという

ことは伺っておりますけど、要はそれをもとにするのもやはり複式簿記をもとにしているということで、早

くそういう公会計に移ることが、やはりその行革に直結するものと思ってですね、やはり今おっしゃったよ

うな内容も多分行政のひとつひとつのコストがもう把握できているし、また施設の施設ごとのコスト計算も

多分できている。そのもとにやっぱり固定資産の台帳の整備とか、そういう簿記から出てくるものから、多

分そういうことが含まれてるんだなっていうのは大体推測できるんですけど、あそこは仕分けもですね複式

の場合に日々仕分けが必要になりますけど、仕分けについても日々仕分けが人で、職員がしなくてもいいよ

うな仕組みになっていると聞きましたがそのへんのことは研修されましたか。 

◎議長（徳永 正道君）  沖松企画財政課長補佐。 

●企画財政課課長補佐（沖松 勝彦君）  はい。仕分け等の業務についてはですねまだ具体的にはお尋ねをし

ておりませんが、一つ研修で学んだことっていいますのは、通常ですね、パソコンで入力をするという作業

はありますけれども、ここら辺をＡＩＯＣＲという、例えば町民課の窓口あたりでは、一つ一つの申請書に

申請される方のお名前を書かれるかと思いますけれども、そういったお名前がＡＩのＯＣＲで読ませること

によって入力作業が軽減できるとか、そういった先進的な技術もですね施行されてるということで聞いてお

ります。またＲＰＡという新たなその何といいますかね、入力作業をパターン化して効率化を図るというよ

うな、機械化させていくっていうやり方もあるということですので、そういった先進的な取り組みをですね、

あさぎり町に置きかえて導入が可能なのかどうかをやはり今後検討していく必要があるかなというふうに思

っておりますが、先ほど議員が御質問されましたいわゆる公会計に伴う仕分けシステムとか、そういったと

ころはまだまだ今回の研修の中ではですね、把握はできておりませんでしたので、御報告させていただきま

す。以上です。 

◎議長（徳永 正道君）  企画財政課長。 

●企画財政課長（船津 宏君）  はい。今回の視察はですね、主に行財政改革の方面を中心に伺った関係で、

ただ聞いたところによりますと、日本生産性本部のトータルシステムっていうものを入れておりまして、総

合計画と事務事業評価の連結を図ったりとかというふうな取り組みもなされております。それから議員最初

にお尋ねのですね、この財務諸表の公表とそれにこの活用ですね、についてなんですけれども、あさぎり町

の特徴として資産が多くて老朽化が進んでいるものが多くありまして、これをですね今後どのようにしてい

くかということで、今回、これまでにですね、その固定資産台帳の入力等が徐々にできてきたところで、議

員御指摘のような行政コストの掌握ができつつあるんではないかと思っておるところです。ただ、実際に今

お話がありました日々仕訳方式についてですね取り組むということになりますと、現実問題としてこの財務

諸表、書類のですね作成に至るまでが５月に出納閉鎖を行いまして、６月から決算統計表の作成をし、大体

固まるのが７月ぐらいで、それから財務諸表の作成に入りまして、それまでに総務課さんと担当課の職員で

固定資産台帳の年次ごとの変更分について、職員が個々に有力作成していくというような今段階でございま
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すので、システムそのものをですね、日々仕訳方式のできるシステムの導入等もこれから検討していかない

と、そこについて今年度の決算にですね、間に合わせれば非常に翌年度の予算編成にも、活用できるんでは

ないかっていうのは想像しておりますが、現段階ではなかなかその辺が難しいところかなというふうに考え

ております。それと、一昨年ぐらいからですね、議員御指摘のようにですね宇城市のように貸借対照表あた

りを住民１人当たりの資産に例えた、何ていうんですかねアニメじゃない表現に置きかえて表示させていた

だいたり、それから資金収支計算書のほうについては家計簿に例えてですね表現をさせていただいたりして

いる工夫はあるところでして、もともとその財務諸表にというのが一般の方からするとですね、なかなか見

方そのものがわかりにくいということから、ホームページの公表に当たってですね、コンサルとそれから当

時の担当とのほうで研究をしまして、まずはわかりやすく表現するというふうなことを取り入れたところで

す。これからはですね、将来の見通し等についての分析も当然やっておりますので、その辺のコメントもで

きる限りは考えていきたいかなというふうに思っているところです。以上です。 

◎議長（徳永 正道君）  小見田議員。 

○議員（１１番 小見田 和行君）  はい。もうかなり努力していただいてですね、前進化しているものと期

待をしてますけど、やはり宇城の場合はセグメント分析もして、将来の建物に対する更新とかいろいろ費用

に関しても把握してて貸借対照見たときのさっきおっしゃるように資産の合計と減価償却累計額あたりとそ

れから基金とかの比較をしたときのですね、将来の負担というのはバランスシートで見えるわけで、あとの

３表見たときもそういう将来の負担等が見えてくるわけでございますので、できるだけ早く複式簿記のほう

に移行されましてですね、すぐとはいかないんでしょうけど、予算とか決算にそれを使えるようにいずれは

していただくと思うんですけど、そのほうがやはり議員だと現表見たときに分析は可能だと思いますけど、

住民さんにはですね確かにかみ砕いたもののほうで公表が必要と思いますけど、やはり要は今年使えるです

かね３０年度でも財政においては関連性がございますので、その使わないことはないんでしょうけど、でき

ますればその当年度の前年度の決算はもう財務諸表を持って、決算もまた翌年度の予算に望めるようになる

こと望んでおります。努力をお願いします。 

◎議長（徳永 正道君）  企画財政課長。 

●企画財政課長（船津 宏君）  はい。できる限りそのような方向に持っていきたいと思っておりますので頑

張らせていただきたいと思います。よろしくお願いします。 

◎議長（徳永 正道君）  他にございませんか。永井議員。 

○議員（９番 永井 英治君）  ９番です。ページは３８ページのですね地方バス運行等特別対策補助金とく

ま川鉄道経営安定化補助金、これ両方とも少額ではありますけれども前年度よりも減りました、減額できま

したというような説明がございました。まずその要因というのはどういうものがありますか。 

◎議長（徳永 正道君）  企画財政課長。 

●企画財政課長（船津 宏君）  はい。先ほどの説明でですね、地方バス運行等特別対策補助金につきまして

は、２,６７６万８,０００円で、前年度が２,７５９万７,０００円でございまして、８２万９,０００円減

少しております。これはですね、一般質問のときにもちょっとお答えしたかと思うんですけれども、球磨人

吉管内のですね、バスの運行に関する市町村の負担でございまして、その計算方法があるんですけれども、

一部町村でですね、路線が短縮されたりとか、それから球磨村さんがもう一括で別途扱いになっていること

から負担金が発生していないっていうことで総額が減少しておりまして、その分があさぎり町の分も減にな

っておるものです。それから次に、くま川鉄道経営安定化補助金につきましては、今年度が１,７６３万５,

０００円で、昨年度が１,８６１万８,０００円でした。昨年度より９８万３,０００円減少しております。

これも先ほど御説明いたしましたが、年に２回に分けて、経営安定化分と要するに前年度の赤字補てんとい
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いますか足りなかった分、とそれから施設整備にかかった分を先ほどのバスと同じように、市町村の割合で

請求があるものでして、この施設整備分がですね、元年度についてその前の年ですので施設整備分の総額が

減ったために、全体の補助金請求額が減少し、あさぎりの負担分も減額しているというものです。以上です。 

◎議長（徳永 正道君）  永井議員。 

○議員（９番 永井 英治君）  一般質問のときにはそれは言われたということで答えられたということで失

礼いたしました。くま川鉄道経営のほうのですね、施設整備のほうが少なくなったというのは例の列車を改

造されたあれが、それが前年度だったということだろうといずれにしましてもくま川鉄道が今普通になって

おります。この前は町長のお話でもありましたけれども、数年かかって復旧ということになろうかと思いま

す。こういった安定化補助金、少しでもですね町村の負担にならないように、そういったところで、これは

くま川鉄道の理事ですかね、町長でございましょうけども、そういったところで御努力はよろしくお願い申

し上げたいと思います。 

◎議長（徳永 正道君）  町長。 

●町長（尾鷹 一範君）  はい。今、くま川鉄道が不通に災害によって不通になっております。これを復旧す

るということで、国の支援で復旧することをするということで決定はしておりますが、今後ですね、こうい

うバスと鉄道とあさぎりにはデマンド交通がやっぱり今後はベストな組み合わせを考えていかなければいけ

ないんじゃないかと思います。そういう議論が少なからず近いうちに始まるのではないかと思っております。 

◎議長（徳永 正道君）  他にございませんか。小出議員。 

○議員（６番 小出 高明君）  はい、６番小出です。４２ページの節の１５工事請負費の防災ラジオについ

てお尋ねします。今回の７月豪雨、そして最近の台風１０号、その防災ラジオの効果が出たと思います。そ

の中で、白髪岳に上がる途中に千望、基地がありますが、そこまでの区間に、土砂崩れとか倒木等の被害が

出なかったのかお尋ねします。 

◎議長（徳永 正道君）  企画財政課長。 

●企画財政課長（船津 宏君）  はい。防災ラジオの設置までがですね、企画財政課で所管いたしまして、運

用からは総務課のほうの所管になっておるところです。特段、防災ラジオのアンテナの千望展望場ですかね。

あとこれまでについては、大きな損壊等は聞いておりませんが、ただ被害状況の報告の中でですね、川南水

源地あたりについての土砂の崩壊等が崩壊といいますか、林道から作業道からの流入があった写真等はお見

せいただいたところですけれども、特段防災ラジオに何か影響があったっていうのは聞いておりません。以

上です。 

◎議長（徳永 正道君）  小出議員。 

○議員（６番 小出 高明君）  あとは総務課ということは知りませんでしたが、続けて今の件について質問

させていただきます。今後ですね台風大型化になってくると思いますが、やはり危ない区間については、そ

ういった電線等の埋設等も今後計画的に考えていったほうがいいんじゃないかというふうに思いますが、そ

の点について計画できるかできないかお尋ねします。 

◎議長（徳永 正道君）  企画財政課長。 

●企画財政課長（船津 宏君）  はい、確かに御指摘のリスクはあるかと思いますけれども、今の時点ではで

すね、恐らく膨大な経費等が想定されますので、御提案として受けとめさせていただくということでよろし

いでしょうか。 

◎議長（徳永 正道君）  他にございませんか。山口議員。 

○議員（８番 山口 和幸君）  ８番、山口です。課にお尋ねをいたしますが、その前に、今回昨日でしたか、

代表監査委員のほうにお尋ねいたしました。その折に決算審査の時に外庁、賦課状況、それから決算統計、
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交付税の算定書、見ていただきましたでしょうかというお尋ねをしておきました。そのときの回答は、課長

も聞いておられたとおりでありますが、実は交付税のいわゆる交付団体交付団体、当あさぎり町交付団体で

ございますが、交付税は国が交付をいたしますが、町から希望するものではありませんね。ということは、

国の懐、財布の状態によって交付税の増減がということですよね。そういうことならば、今国が国債を発行

いたしますが、経済学者の中にはさまざまな考え方があるのは承知いたしておりますが、つい最近の新聞で

見たときにもですね、やはり多くの方が国の財政状況に心配をしているということは間違いないと思います。

今回、自民党の総裁になられた菅元官房長官が、思わず少子高齢化、人口減少、そして社会保障の増大を考

えたときには、消費税のアップもありうると。思わず私は本音が出たとしかし訂正はされましたけれども、

やはり国民ほぼ等しく国の財政の厳しさは認識していると思うんですよね。だから、先ほど申し上げました

あさぎり町あたりにつきましては、国のいわゆる財政状況によって、大きく影響いたします。それは当たり

前のことですよね。私達は合併を経験いたしましたが、薔薇色の合併で、大変夢を持った合併がありました

が、長くしないうちに小泉内閣の三位一体改革あれでちょうど私たちも職員でございましたので、それに大

変残念な思いをいたしました。その時に、副町長は行財政推進室長か何かの経験されましたよね。というこ

とは、何を申し上げたいかということは、やはりこういうふうに財弱な財政体質の実際はですねやはりよっ

ぽどしっかりとした考え方を持ってないと、大変なことになるということも経験してきたということですよ。

それでですね、実は監査委員の報告を聞いてて、私たちはやっぱ何か一線を越えると麻痺してしまうんだな

うと思って聞いてたのが、経常収支比率、あるいは９０に近い８８．何ぼでしたかね。私たちが合併前の町

村に担当するときには、８０％を超えると新聞に載るということで、財政担当は、決算統計をつくるときに、

ほぼ徹夜でつくってまいりました。特に財政指標の公開されますんで、経常収支比率あたりについては鱗形

区分に、物すごい神経を使ってやっていると思います。今も。それでですね。先だって監査委員の中で、類

団と比較したときに、もう類団は９０％に行っとっというお話でございました。ぞっといたしました。８

０％を超えたら、という表現も報告書には書いてあるの皆さん見られたと思うんですね。そういうことで、

もう８０超えた位から目枠９０超えたら怖くないというふうになっていくと大変なことになる。ということ

のあらわれだったと思います。ということは、監査委員はですね、２年目ですね。国税の担当をされたとい

えども、地方自治体の経験はない。ということで大変御苦労いただいていると思います。それも限られた日

数の中で、例月をやり、そして決算をしていただくということで、個人的にはもう大変感謝申し上げている

ところでありますけれども、やはりこれからこういう議論をするということは、企画財政課がですね、監査

委員に提供をして、決算審査を受けるということですね。ということは、出納閉鎖が終わったらすぐ決算統

計に入る。そして県とのヒアリングをしながら、成果品を作りあげていく。そしてそれが終わると今度は、

普通交付税の本算定に入って、本算定で先日課長がお話しされたとおり確定をしたと。そこで、ほっと安心

をする。それが財政担当だと思うんですよ。その時に、昨日申し上げた間違いなくあれだけの数字を出され

るんでありますから、決算統計あるいは交付税の算定資料等々は提示されながらの決算審査を受けられたと

思います。昨日の答弁の中では少し勘違いがあったかもしれませんが、それは大丈夫だと。ただし、自主財

源、依存財源、自主財源の２５.７５ですかね。あれの主なものは、税で町税ですよね。だからその中で、

大きな税の中でも大きな部分を占めている町民税と個人法人あるいは固定資産税、それの統計資料はでてな

かったみたい。監査委員と後でお話しましたが、この次の例月に見てみたいと。いわゆる、大事な監査をし

ていただいて、その監査意見書に基づいて私たちは認定するか認定しないかいくんですよね。そういう意味

ではそういうちょっと残念な気がいたしました。そこでですね、課長にお尋ねでございますが、なぜ自主財

源のことがわかりやすい今年のがいちょうは、町の状態はよくわかる。そしてあれはあんまり減っていかな

いんですね。心臓分が来ますから。そうすると町民税の賦課状況課税状況は、町なかの経済状態がよく所得
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にが出てまいります。所得区分に分けて表をつくってありますから、どの所得については今年はどうだとい

うことが一目瞭然。監査をされる側にまずそれをなぜ出さなかった。それが１点。それからですね、一つは、

今日おいでの課長さん方にお尋ねをしております。交付税の計算は、基準財政需要額から基準財政収入額を

引いた残りを出すということは基準財政需要額に基礎数値があります。それぞれの担当事務の中で、交付税

の基礎数値例えば建設課だったら建設課は何々の基礎数値を出してます。等々を答える範囲で答えていただ

きたい。３番目。特別交付税、特交ですね。特別交付税というのは特殊事情があるときに、発行するという

ことは財政担当は今年、元年度は２億３,０００万、特交ということは、特交の申請をするときに、特殊事

情を書きます。どういう特殊事情を書いてもらって、交付には、それがすべて反映されていた。まずその３

点をお尋ねします。 

◎議長（徳永 正道君）  企画財政課長。 

●企画財政課長（船津 宏君）  はい。最初の議員のお話の中でですね、非常に交付団体として、あさぎり町

の場合脆弱な財政状況体質であることから、しっかりした考え方を持って臨まないといけないというふうな

ことで、特に交付税の算定に関してはですね、国が示しております地方財政計画をもとに、大まかな推計を

行うとともにですね、それから、町、村、町としては、基準財政需要額の算定の中で、検討として交付税の

額を推計しておるところです。それからもう一つ国のほうではですね、全国の自治体に必要な一般財源総額

については、骨太の方針で、一昨年でしたですかね。税収と地方交付税等の一般財源総額については、令和

元年度以降３年間は前年度と同水準を確保するということを示しております。ただし、議員御指摘のように

ですね、今回のコロナそれから主にコロナ対策等で国も大変な借金といいますか、しておりますので、この

考え方がいつまで続くかっていうことについてはかなり危惧をしておりまして、今後の推移を見守っている

ところであります。その中でですね、お尋ねのですね、代表監査委員さんに固定資産台帳、それから町民税

等の賦課課税状況等の資料の提供がなぜ出さなかったのかということなんですが、大変申し訳ないんですけ

れども、私もですね４月から企画財政課長を務めておりますけれども、財政方面に関しては、財政主管のほ

うにお任せをしておりまして、このやりとりについてはちょっと一たん、持ち帰らせていただいて答弁させ

ていただきたいと思います。それと３番目の特別交付税の特殊事情、これについてもちょっと資料今持ち合

わせておりませんので、確認をしてお答えさせていただきたいと思います。 

◎議長（徳永 正道君）  建設課長。 

●建設課長（大藪 哲夫君）  はい、議員の御質問の２番目でございます。構成算定の基礎数値でございます

が、町道の面積と橋梁の管理数と記憶しております。不勉強で漏れているものがあるかもしれませんが私が

知れるの今２点でございます。 

◎議長（徳永 正道君）  山口議員。 

○議員（８番 山口 和幸君）  私のほうから大変申しわけございませんが、今お答えをいただこうとするこ

とをそれぞれまだ準備ができてないような感じがいたしますので、最初日に皆さん答弁をしてください。そ

れで今回の質問でですね、どこに持っていくだろうかということで興味があろうかと思うんでありますが、

実際私が申し上げたいのは、本来、第４次の行財政改革を準備されますように、先ほどの沖松課長補佐のお

話聞いてるとそれに基づく研修にも行っているということでありますので、実はこういう国の懐具合が大変

なときに来ていると国民ひとしく思ってると思うんですよね。そういう中で、果たして国が地財計画の変更

があるかもしれない。ということを課長もおっしゃったような状況下に来るかもしれない。また、前に私た

ちが経験をした三位一体改革かもしれないということがあるんで、担当課長としてですね今回の第４次の行

財政改革のプランづくりは、どういう思いで作っていくか、その初心をお聞きしようということでの本日の

質問でありますので、今の時点で課長が第４次の行財政改革にかける思いを聞かせてください。 
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◎議長（徳永 正道君）  企画財政課長。 

●企画財政課長（船津 宏君）  はい。現在、令和２年年度までが第三次行財政改革プランの期間となってお

りまして、前置きとしましてですね、第４次行財政改革プランとそれから町の総合計画、実施計画これをで

すねできればリンクして進めていきたいというふうな考えがありまして、まだ執行部といいますか詰めがで

きていないところですけれども、個人的といいますか企画財政課内部で協議している段階ではありますが、

これまでの１０年間の総合計画とそれから５年間の前期計画後期計画、それをですね抜本的に８年間と４年

間の計画にして、できれば第４次行革の期間もこれに合わせて行いたいというふうに思っております。それ

から背景としましてですねあさぎり町の場合、令和５年度までが合併特例債の発行期限でありますので、今

後予定される公共事業等をですね整理した上で、できれば令和５年度までに合併特例措置を充てられる事業

を選択といいますか、いたしまして、当然基金の残高、それから償還総額等の見込みを十分推計を考慮して

ですね、その中に組み込んでいきたいというふうに考えております。行財政改革プランにつきましては、こ

れまでは通常の事務事業に関して絞れるところはもうかなり絞られてきておりますので、先ほど沖松補佐が

宇城市の研修の報告をいたしましたようにですね、できるだけそういう先進化したＡＩとか、そういうもの

を活用して、人が人として住民に接するような業務に注力できるようなそういうふうな考え方をもとに行革

のプランを策定していければというふうにかなり抽象的でありますけれども考え方としてはそういうふうに

思っておるところです。以上です。 

◎議長（徳永 正道君）  他に。副町長。 

●副町長（加藤 弘君）  ただいま山口議員のほうから質問がありました３点のことについてですね、大まか

なことについて、私が知ってる範囲でお答えさせていただきたいと思います。議員御承知のとおり、まず１

点でございますが、概要調書それから賦課台帳を見せなかったのかということで、監査委員さんのほうにで

すねそれは多分徴収実績の町民税、固定資産税の徴収済額の金額で判断されたのかなと思っております。第

２点目の交付税の計算、基礎数値ですが、もう現行ご承知のとおり１番影響するのは人口ですね。ですから

今回国勢調査がありますが、１人の人口で相当数、数十万変わってきますが、交付税の中には、まだ人口の

変更はないと。それから、さっき建設課長が申し上げましたように町道の延長とか教育委員会の学校数とか

いろんなものの基礎数値が大きくは今年は変わっていないと。１番変わるのは、起債の償還の元利に含まれ

ている過疎債とかですね、返済の７割の分が若干交付税の中で変動として出てくるかなと思っております。

それから、この件ですが、１番悩ましい点でですね、普通交付税で入ってないだろうということを年間分を

ピックアップを各課に問い合わせてピックアップをして交付税の申請をするわけですが、一応大まかにはそ

の３点で年間のですね財政の反省とか翌年度の見通しについては、地財計画の中を１番参考にして財政計画

に進めているところでございます。以上です。 

◎議長（徳永 正道君）  他にございませんか。ないですか。次は農業委員会分です。質疑ありませんか。あ

りませんか。次は、農林振興課分です。質疑ありませんか。豊永議員。 

○議員（７番 豊永 喜一君）  ７番豊永です。３点のことについてお尋ねをしたいと思います。まず１８ペ

ージの節の２農業補助金。農業用ハウス強靱化緊急対策事業補助金。繰越繰越明許が７７万６,０００円と

いうことになっておりますけれども、４経営体が申請されたということでございますが、繰越明許でありま

すので、最近台風１０号が発生しましたけれども、その前に建設されたのかどうかと。今度の台風でですね

被害等は出なかったのかという点をまずお聞きしたいと思います。それから２点目が、７６ページの節の１

９負担金補助及び交付金の中で、い草畳表活性化連絡協議会負担金５万３,０００ってありますけれども、

あさぎり町においてはですね、い草の生産が昨年度で途絶えております。そういったことでですね、非常に

残念ですけれども、今後い草等のですね、こういった関係あたりを今後どうやっていくのかということが２
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点目です。それから７９ページの節の１９、同じく負担金補助及び交付金の中で、畜産振興事業補助金９６

８万１,０００円というふうになっております。不用額調書の２２ページで、不用額が１９８万８,０００円

ということになっております。理由として補助金申請が見込みより少なかったためということになっており

ますが、具体的に畜産振興事業のですね、どの事業が見込みより少なかったのか、その３点お尋ねいたしま

す。 

◎議長（徳永 正道君）  農林振興課長。 

●農林振興課長（万江 幸一朗君）  はい。まず第１点目のハウス強靱化、農業用ハウス強靱化による事業と

いうことなんですけれども、この事業がですね繰り越しの事業で、令和元年度で実施されたものになります。

４件の農家が取り組まれたということを報告しておりますけれども、内容としましてはですね、説明もいた

しましたが、Ｂペット等の設置、それから筋違い及び筋交い及び防風ネットの設置が３件ということです。

これにつきましてはですね、今回の台風によりましては被害は一応出てないということを確認はしておると

ころです。それから２点目のですね、い草のですね畳表活性化連絡協議会負担金についてのお尋ねだったと

思いますが、確かに議員おっしゃられたようにですね、い草につきましては、もう作付を本年度におきまし

てはされていない、昨年度で終わったということです。非常に町としては今まで大事な収入減としてですね、

主要な農産物としてやってこられたわけですけどもですけれども、それにつきましては世の中のいろんな事

情、時代の移り変わりによってですね仕方のないことだというふうには捉えてます。ということで、今後に

つきましてはですね、い草とどういうふうにな関わりを持っていくのかということになりますが、とりあえ

ず今のところはですね、年々少なくなってきて、もう作付がされなくなったということですので、それにつ

いてはですねとりあえず今の段階では、もう１回振興を図るというふうなことはもちろん考えておりません。

そうですね。い草を最後まで作られていた方は、どのような作物に転換されたかというような話でいきます

と、薬草ですね、その辺の作付を１件の農家はされております。あともう１件の農家はですね、息子さんが

新規就農されまして、農業後継者としていろいろトマトであったりですね、ハウス栽培に関するトマトであ

ったり、キュウリであったりの栽培をされますので、その辺も含めたところで複合経営といいますか、その

辺でやっていかれる予定ということは聞いております。それから３点目のお尋ねになりますが、不用額調書

の中のですね、畜産振興事業補助金に確かに理由書の中にですね補助金申請が見込みよりも少なかったため

と。いうふうなことで書いております。これの中身について詳細にっていうことですけれども、ちょっと今

日はですね、資料のほうをお持ちしておりませんので、また最終日にでもよろしいでしょうか。 

◎議長（徳永 正道君）  豊永議員。 

○議員（７番 豊永 喜一君）  はい、まず１番最初のですねハウス強靭化の事業ですけれども、防風ネット

あたりが主だっということで、今度の場合、恐らく活用はしてはないんではなかろうかと思いますけれども、

というのが、今回の台風の場合ですね強化ハウスでももうビニールはいでくれているところがほとんどだっ

たんですよね。恐らく防風ネットは張ってないと思います。ですから被害がなかったっていう話よりも、作

物の被害は若干あったのかなというふうに私は思っていますが、聞きたかっていうのはですね、防風ネット

あたりは使って、結局補助事業でもありますが、費用対効果というものを検証あたりもですねぜひこういっ

た時にはですね、せっかく補助事業を使って強靱化ですから、台風には負けんぐらいのハウスだろうと思っ

たわけですよ。ですから事業の名前に見合うようなですね、そういった効果あたりのですね検証あたりもお

願いしたいというふうに思います。それから２番目のい草についてですけれども、これにつきましては、恐

らく半世紀以上の歴史があってですね、非常にあさぎり町においても経済効果といいますかそういったとこ

ろで歴史的なものがあるわけですけれども、この点については町長にお尋ねしたいんですが、い草の協議会

あたりでも、恐らく町長あたりがですよ、要職につかれていたんではなかろうかと思うわけですよね。八代
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はもう特に産地ですけれども、その次球磨郡ということで、そういった役職あたりもとかれていたんだろう

と私は思うとですが、今後ですね、い草とか畳表に関して、過去生産の歴史があってですよ。もう、もう作

付けがなかったからもう今後、もう何もせんという話では何か気持ち的にですね何とかならんとかなあとい

う気持ちがあるもんですから、町長の考えを、その辺をちょっとお聞かせ願いたいと思います。 

◎議長（徳永 正道君）  町長。 

●町長（尾鷹 一範君）  はい。い草を最後までやられた２件の農家さん私もよく存じ上げておりますが、振

興協会のほうもですね、昨年でもう農家さん、生産農家さんがいないならば退会しようかという話も担当と

したことはあります。まだ退会はしてないと思います。そういう中で今後のい草がまた栽培をされる方が出

てこられるのか。そういうこともよく見ながらですね、ただやはりほんとに議員が言われるように、この球

磨郡特にあさぎり町はい草の生産が多かったところで高度な技術もあったところですので、そういうやっぱ

り技術を残していくという意味からもですね、また１回農家さん回って、後継者もおられますので、どうい

う考えを持っておられるか、私なりに聞いてみたいと思います。その上で、また町としてどういうふうな取

り組みをしていくのかも検討していきたいと思います。 

◎議長（徳永 正道君）  他にございませんか。ありませんか。次は商工観光課分です。質疑ありませんか。

ありませんか。溝口議員。 

○議員（１２番 溝口 峰男君）  ページの８７ページのふるさと振興社の補助金が出てます。これは報告第

１３号でこれ出てくるんですけれども、この中身については、報告のときの質疑になるんでしょうか。事務

局はどういうふうに段取りされておるんでしょうか。 

◎議長（徳永 正道君）  商工観光課長。 

●商工観光課長（北口 俊朗君）  はい、ふるさと振興社の決算報告をさせていただきますので、その時でも

よろしいかと思いますが。 

◎議長（徳永 正道君）  溝口議員。 

○議員（１２番 溝口 峰男君）  そちらのほうで質疑をいたしますが、その時に部門別の収支表は例年出し

ていただいておりますが、今回添付されておりませんので、添付していただいて御説明いただければという

ふうに思います。よろしくお願いします。よろしいですかね。 

◎議長（徳永 正道君）  商工観光課長いいですか。 

●商工観光課長（北口 俊朗君）  はい。わかりました。 

◎議長（徳永 正道君）  他にございませんか。次は、建設課分です。質疑ありませんか。小見田議員。 

○議員（１１番 小見田 和行君）  はい。１１番です、１点お伺いします。ページは９７ページのですね、

これ住宅の改修に関する質問なんですけど、新堀之内団地が非常にきれいになりました。これがですねかな

りの高額な改修がかかっておりますけど、一戸当たりどれぐらいかかったのか、またわかりますればですね

建設費は大体設計委託料と合わせて工事請負費が幾らぐらいだったのかということですね。それからここに

至るまでにですね現況の把握、例えば住宅の管理条例はこれ設置するときの条例なんですけど、良好な居住

環境の確保とかこれは設置する際のですね費用の縮減への配慮ということで、設計の標準化、合理的な工法

の採用、規格化された資材の使用及び適切な耐久性の確保に努めることにより、建設及び維持管理に要する

費用の縮減を配慮しなければならないとなっておりますので、これへんのところに鑑みてですね途中で我々

もまあ外観から見たときに、早く塗装すればある程度進むんではなかろうかという話はだいぶ途中したこと

があったんですけど、今回の場合はもう屋根まで全部変えていただいてですね、そのきれいになったらいい

んですけど、費用の縮減といいますかねそれについて今後そういう財産の管理をする際の考え方をちょっと

伺いたいと思います。そうしないとかなりの多額の大規模改修になったような感じがして、住んでおられる
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方はきれいになってよろしいんでしょうけど、その辺はいかがでしょうか。 

◎議長（徳永 正道君）  建設課長。 

●建設課長（大藪 哲夫君）  はい。堀之内団地ですね、の改修工事でございますが、４工区ございまして、

そのうち３工区が２戸を一工区としております。１工区だけはもう単純に行くだけの工事でございました。

これをですね、１工区当たりどれぐらいかと申しますと、大体１,０００万程度の工事費でございます。こ

ちらにつきましては屋根と外壁の改修ということでやったところでございます。これには設計監理費は入っ

てございません。それからここまでに至るということでございますが、それでも依然早い段階から、補修塗

装なり何らかの手だてをしておけば、こういう改修までは至らなかったのではないかというお話でございま

す。はい、当然ですね、住宅の管理につきましては建設課のほうでやっておりますし、計画的に維持のため

の改修なのか、簡単な補修でするのかというのをちゃんと見定めて進めていかなければならないと思います。

そこでちょうどちょうどといいますかあれでございますが、今年度公営住宅の長寿命計画の再作成の年度で

ございますので、それらで建築年次、それから現場の状態を踏まえて、なるだけ金額がですね高額にならな

い最善の維持の管理の進め方についても協議検討して計画書を作成したいと思っております。以上でござい

ます。 

◎議長（徳永 正道君）  小見田議員。 

○議員（１１番 小見田 和行君）  これさかのぼって岡原村のときのことになりますけれども、条例はあさ

ぎり町の条例なんですけど、設置されるときにですね、設計の標準化とか工法とかまた規格化された資材の

使用とかでですね、適正な耐久性のある住宅だったのかなと。逆にまだ２０年そこそこしか多分経ってない

建物だと思うんですから、それがあんなに大規模に屋根を変えて壁面まで変えてしまうことになるとはです

ね、やはりちょっと普通民間の場合は考えづらいところもあるもんですから、設置するときに岡原の条例が

どうだったかちょっと私も今ここでは把握してませんけど、その辺についてはどうのような印象を持たれま

したか。例えばその資材が適格なものでなかったとか、設計とか、その辺の工法とかですね、そういうこと

についての考察はなされましたか。 

◎議長（徳永 正道君）  建設課長。 

●建設課長（大藪 哲夫君）  はい、新堀之内団地の壁でございますが、木造の木の壁になっています。木の

壁といいますと、当時の施工では木の壁というのがはやっていたといいますか、そういったことでの施工に

なったかと思います。資料を持っておりませんのであれなんですが、あそこの設計関係については、熊本公

団かなんか何とかという公団がですね設計をされて、施行されたというふうにちょっと聞いておりますので、

そこに見ていただいての施行ということで、当時はそれで大丈夫かというふうに思われたのか、すいません、

これ推測の範囲でございますが、と思っております。はい、確かに壁のですね、壁の傷み激しかったなと思

いますし、屋根につきましても雨漏り等もあってございますので、築１９年にしては進みが早いのかなとち

ょっと感じたところでございます。 

◎議長（徳永 正道君）  小見田議員。 

○議員（１１番 小見田 和行君）  確かにあれを建設された際のですねいろいろ思い出がありましてですね、

地元の木材とか、畳表とかということで、あそこにもちょっと表記してありますけど、そういうことで景観

を非常に重視したがゆえに耐久性が低かったんかなというふうに個人的には思っておりまして、大変きれい

にしていただいて岡原のものとしては感謝しているんですけど、途中で木の壁故にですね、コウモリが住み

ついて、何かこういろいろ住民からですね、入居者からいろいろ駆除じゃないですけどそういう要望があっ

てたもんですから、これのところもやっぱり管理条例からいきますと良好な居住環境の提供ということがあ

りますので、今後とも配慮されましてですね、長寿命化に向けて、できるだけ縮減して環境の整備に努めて
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いただきたいと思います。はい、終わります。 

◎議長（徳永 正道君）  建設課長。 

●建設課長（大藪 哲夫君）  はい、議員の御指摘いただきましたように適正な管理をですね進めてまいりた

いと思います。コウモリの件については私どもも承知しております。大変困っていらっしゃるということで

聞いておりますので、建築の以外でですね、管理の中でその対策とかまでですね、できるものがあれば考え

てみたいと思いますます。 

◎議長（徳永 正道君）  質疑の途中でございますが、ここで１０分間休憩をいたします。 

 

休憩 午後４時０２分 

再開 午後４時１１分 

 

◎議長（徳永 正道君）  休憩前に引き続き会議を再開いたします。建設課所管質疑ありませんか。溝口議員。 

○議員（１２番 溝口 峰男君）  はい、すいません、ささいなことで住宅のですねページ１３、入居者が元

年度は２１戸空き家があるわけですね。昨年度は１６戸やったんですよ。ちょっと増えてるんですよね。私

はこれを見るときにいつも思うんですけれどもったいないと思うとですたい。やっぱり入ってもらって家賃

収入を得るということが１番大事なことで、ただやっぱり問題は下道団地は、ふろも持っていかにゃかん便

所を持っていかにゃいかんけんが入る人が少ないということで、これはもう前回指摘をしておきましたんで

改善されると思うんですが、元年度はですね、その３０年度よりは空き家がない地域のところが今度入って

きとるわけですよね。戸数に入ってきとるわけです。やっぱりもう少し入居審査会等を回数を増やしていた

だいくか、というのは私先月住宅が空いてるんで確認したんで、申し込みで申し込みなせっと言うお話をし

たら、審査会はもうずっと後だそうですね、１２月かな。やっぱりそういうんじゃなくて、もう少し間隔を

縮めていただいて、やっぱり希望があるところにはですよ、率先して入っていただく。それがないところに

はまた新たに募集をして入っていただくとかってやっぱりしていかないと結局意味がないていうかなあ、考

えていただければいいかなと思うんですけど、その辺対応策をお伺いしたい。 

◎議長（徳永 正道君）  建設課長。 

●建設課長（大藪 哲夫君）  はい。公営住宅の審査会の件でございますが、通常は年に１回、１２月から１

月にかけて募集をかけて、２月に審査会で入居者を次年度分の決定ということで進めております。ただ空き

団地、いわゆる希望者がない空き団地が出ましたら途中でですね、９月１０月ぐらいで臨時の募集をかけて

やることもございます。現在議員のお話しされて空きのところはないでしょうかというお問い合わせもあり

ますが、通常の募集では冬場ですということで、それまで待っていただくようにと申しておりますが、下道

団地について空きがございますので、その募集をと思いますが、議員のお話しされており、設備的に整って

ないので、そちらには募集、申し込みがないというところの状態でございますが、施設の整備については、

長寿命化計画の中でちゃんと整理をして今後の方策を考えていきたいと思います。で、募集、追加募集につ

いてはですね。はい、今の空き団地の状況を踏まえて、持ち帰りましてから追加募集をかけるかどうかにつ

いては、庁舎内できちっと協議をしてみたいと思います。 

◎議長（徳永 正道君）  他にございませんか。橋本議員。 

○議員（５番 橋本 誠君）  ５番橋本です。主要施策の成果説明書の住民協働による環境整備資材等支給事

業について伺います。今回ですね１８カ所の取り組みがありましたと説明がありました。今後ですねさっき

町長が言われるように、住民協働で共助の精神でということでやっていきますんで、こういうことはやっぱ

事業としてですね、やっぱ多くやってきいただきたいと思うんですが、この事業というのは、１地区で１回
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だけ、お尋ねですが１回だけですよね、１年に。 

◎議長（徳永 正道君）  建設課長。 

●建設課長（大藪 哲夫君）  はい。同じ取り組みといいますか、いわゆる１個の道路沿いの側溝を整備した

いということでいきますと、やはり１年に１回で複数年に分けてということになるかと。取り組みが、そち

らのものとは別の、例えば除伐をするとかそういう別事業でしたら同じ区でも同じ区でも年度内で取り組み

が可能です。 

◎議長（徳永 正道君）  橋本議員。 

○議員（５番 橋本 誠君）  今後ですねこういうことがやっぱり住民協働につながっていきますんで、こう

いう事業はですね、今から先やっていただければと思いますんで、予算をですね、それなりにたくさんとっ

ていただいて、地区によってはですね、法面したりとか、道の舗装とかそういうこともされますんで、そう

いうのには使っていただければと思います。 

◎議長（徳永 正道君）  町長。 

●町長（尾鷹 一範君）  はい、ほんとに今私も決裁が上がってくる中で、住民協働も若干増えているなとい

うような感じも受けてますし、また町を見ましても、これから住民協働でとるべき取り組むべき仕事が増え

てくるだろうと思います。今議員言われるように、やっぱり財政も考えなきゃいけませんので、無作為にど

んどんっていうわけにはいきませんが、でも必要なことはちゃんと手を打っていきたいと思います。やっぱ

り行政区によっては戸数の数も違いますし、面積も違いますし、条件も違いますので、またそこら辺のとこ

ろは担当課とですね、いろいろ条件を整えて、そして少しでもやっぱり住民生活が安全で安心した生活がで

きるような方向に持っていきたいと思います。 

◎議長（徳永 正道君）  橋本議員。 

○議員（５番 橋本 誠君）  ちなみにこれは金額は最高幾らまでなんですかね。 

◎議長（徳永 正道君）  建設課長。 

●建設課長（大藪 哲夫君）  １事業１取り組み１３０万円までとなっております。 

◎議長（徳永 正道君）  他に。ございませんか。最後は上下水道課分です。質疑ありませんか。質疑ありま

せんか。他にありませんか。各課について質疑をいただきましたけれども、全課にわたっての質疑があれば

ここで受けたいと思います。質疑ありませんか。岩本議員。 

○議員（２番 岩本 恭典君）  総務課にお尋ねです。町道ですね、町道とか県道、国道も含めてですけど、

街路灯ですけど、商工観光課も関係あることなんですけど、現在の町道あたりの街路灯というのは、これは

各区で負担しなきゃいけないんですか。電球が切れた場合です。ちょっと確認。 

◎議長（徳永 正道君）  総務課長。 

●総務課長（土肥 克也君）  はい。町内の防犯灯、全体で２,２００基ほどあったかと思います。その管理

につきましては、球が切れたもの、これ町が設置したものになりますが、球が切れた、また灯具の故障等に

ついては、区長さんもしくは地域の方々から通報いただいて町で対応するようにしているものでございます。 

◎議長（徳永 正道君）  岩本議員。 

○議員（２番 岩本 恭典君）  すいません。現在やっぱりいろいろ歩いてみると結構切れてるのもあるんで

すね。先々、これは多分ＬＥＤ化にはしてないと思うんですけど、そういう経費も見た面でですね、ある程

度そう町が見るんであれば、そういう方向に変えていく必要性があるんじゃないかなと思うんですがその辺

はどうでしょうか。 

◎議長（徳永 正道君）  総務課長。 

●総務課長（土肥 克也君）  はい。先ほど東部の修繕等も対応していると申し上げました。灯具等が故障し
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た場合には、ＬＥＤに街路灯はかえると、街灯は変えるという対応をとっております。 

◎議長（徳永 正道君）  岩本議員。 

○議員（２番 岩本 恭典君）  ぜひこれ見回ってもらって結構聞いてるとこがあると聞きます。私も何カ所

か確認しましたんで、できればＬＥＤ化してもらって、やっぱり防犯に必要なもんですので、その辺の確認

をよろしくお願いいたします。以上です。 

◎議長（徳永 正道君）  総務課長。 

●総務課長（土肥 克也君）  はい。切れているというものはもう効果が全くないというものでございますの

で、区長さん方にも再度お願いをいたしまして、そういう状態があったものは、もうすぐ電話で結構ですの

で連絡をくださいということをお願いしたいと思います。 

◎議長（徳永 正道君）  他にございませんか。山口議員。 

○議員（８番 山口 和幸君）  はい。８番山口です。これもう町長に直接お尋ねいたします。確認でありま

すが、せんだっての一般質問、橋本議員だったと思うんでありますが、町長のほうからですね重要業績評価

指標、ＫＰＩという言葉が出てですね、出生数を１５０人に戻すという話をされましたよね。それでですね

私もちょっとブランクがありましたんで、第２期のあさぎり町まちひとしごと創生総合戦略等々今年の３月

出されておりますが、決算書を見ておりますと、その委託料を支払ったということなんで、こちらの資料を

見てみますと、同じくＫＰＩの方がですね、目標年次の令和６年２０２４、１００人と書いてある。これの

違いは、どういうふうに説明されるのかお尋ねいたします。 

◎議長（徳永 正道君）  町長。 

●町長（尾鷹 一範君）  はい、まちひとしごと総合戦略は業者に取りまとめをお願いしましたが、大分中身

は私が提案して変えてもらいました。そのＫＰＩの数字のところは私はすいません、ちゃんと確認してなか

ったんですが、ただこれは最近特に思うことで、皆さん少子化少子化といって、少子化を前提に物を話され

るもんで、ほんとここ最近の話、考えです。いやそんな考えでこれから行政町づくりをやっていったら私は

それじゃあ自分たちが今ここで、私は町長として皆さん方は議員として頑張る意味がないんじゃないかなと。

それで、私は常日ごろ思ってた数字を言ったんですが、今高校生が１３歳、１４歳、そして１３年、１４年

後になって今９０人になったと。それならば、やはりその同じ年数かけて、やはり１５０人ぐらいに数字を

持っていくような、私は目標を持ってこれからも取り組んでいきたいと。そういう意味で申し上げました。

だからちょっと、総合戦略と整合性がないのであれば、そこはすいません、申しわけありません。そういう

いきさつです。 

◎議長（徳永 正道君）  山口議員。 

○議員（８番 山口 和幸君）  はい、思いはそれで別に今担当する町長がですね、いろんな考え方をお持ち

になるのは別に私たちがとやかく言うことではありません。ただ、行政を預かる者が、出した数字が変わる。

それもこの立派なプランがですね、３月に出されて、この時点で違う数字を出されると、町民とすれば、な

かなかわかりづらい。先ほどちょっとおっしゃったように私は見てなかった。ある部分を見てた。しかしそ

れは現町長の名前で出てるんですね。出たんですよね。そのあたりで、どうせ話をしても噛み合いませんの

で、ただ私たちはやはり出した資料には責任を持つということがとても大事なことだと思います。答弁要り

ません。 

◎議長（徳永 正道君）  町長。 

●町長（尾鷹 一範君）  はい、平成６年度は１００人ですから、その延長線上、今１２年後というと、平成

１４年１５年になっていきますから、その辺に向けてやはり持っていきたいというような考えです。 

◎議長（徳永 正道君）  山口議員。 
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○議員（８番 山口 和幸君）  ３回目です。そんなに無理して理屈をつける必要ないですよ。もう正直間違

ってたら間違ったでいいじゃないですか。私は町政を担当してみていろいろ考えてみると、このときはこう

いう数字だったけれども、やはり諸般の事情を勘案したときにはこうだというような立場で行かれたほうが

私は町民の皆さんの理解はえやすいという思いでの質問でした。終わります。 

◎議長（徳永 正道君）  他にございませんか。小谷議員。 

○議員（１番 小谷 節雄君）  はい。３９ページをお願いいたします。電子計算費の中のですね、本件補助

及び交付金ですが、ここにスカイ補助税番号制度中間サーバープラットホーム利用負担金云々とあります。

その上に今度電子自治体共同運営協議会関係、これ決算上この二つが出てるんですが、ほかの費目でもです

ね、それぞれ独自の各業務ごとの電算システムとか、こういったものが今後ですね、今も物すごく多いわけ

ですが今後もまだ増えてくるし、最近また新たにというか、言われておりますそれからデジタル化の推進と

いうことで、行政事務の中でですね電算化はどんどん進む、数日まで議論もあっておりましたけどもマイナ

ンバーカードの利用拡大、そういったところでそれぞれ多種多様な電算システム、それハードもソフトも含

めてやってきている。そういったことの中で、今後各自治体が個々の業者さんと個々のシステムの契約をし

ていって、恐らくあさぎり町だけでも、もうかなりの数で金額的にも当然と申しますか億を超える電子計算

システム関係関連の業務委託契約をやってると思います。これは必然的に広域共同化、そういった方向にゆ

くべきだろうという議論というのはもう以前からあってたと私は認識しておりますが、それがなかなか進ま

ない若干こういった形で今やってると思いますが、これはですね、ぜひもう大きな単位の中で、恐らく今議

論はいろんな場面でやってるんだろうとは想像しますが、進めていかないとさっき言いましたようにデジタ

ル化の推進という中で、結局経費の負担増というのは物すごく膨らんでくるわけですね。これを持ち出しま

すのは、実は私昨年度人吉球磨の定住自立圏構想の関連の会議の中に、ちょっと入らせていただく場面がご

ざいました。その中で、具体的な費目は申し上げませんが、そういった各市町村の独自でそれぞれシステム

化しているのを、共同化というかこの定住自立圏構想の中で、という前提での話があってたときにそれが立

ち消えになっておりました。その理由をお尋ねしたときに、近在の自治体間で自治体がそれぞれ業者さんと

契約してるシステムが違う、あるいは契約のスタート年次が違う。それを理由にですね検討を終わってたん

ですよね。それを理由にしたら恐らく共同化っていうのは、すべて何もできない。ですから必要性があるん

であれば大きな段階で、最終的にできるかできんかできないかは別にしてですね、議論をして、要するにや

る前提で議論をするかどうかが問題であってですね。今の例えばあさぎり町が、来年度から５カ年間の契約

です。Ａ町が再来年から５カ年です。１年ずれてるから共同化できませんという議論をしているんですよね。

それでは物事は進まないと思っております。この点はぜひここで議論をしてすぐ済む話でもないし、大きな

話ですから、ただ方向性はですね、そういった議論をしていかないと、もうずっとこのままではとてもじゃ

ないというふうな認識を私は持っておりますが、ちょっと現時点で結構でございますからちょっとお考えを

お聞かせいただければと思います。 

◎議長（徳永 正道君）  町長。 

●町長（尾鷹 一範君）  はい、小谷議員がおっしゃるとおり私もほんとに今いろんなソフトが入って、いろ

んな会社からいろんなソフトが入ってですね、本当にその分の経費がかなりなものであるし、あるいはその

入力が、今からこれからのデジタル化っていうのは、もう１回の入力でいろんなところに関係していって、

数字を打つ間違いが少なくなったりとかですね、あるいは人手が少なくて済むとか、そういう方向にいく行

くて思ってます。その中で、今私が町長になりまして、ちょうど介護認定それから障害者認定の事務局が、

あさぎりにあるのは御存じだと思います。球磨郡と人吉は別々なんですね介護認定。そのために、人吉市内

のそういう老介護事業のところに入ろうと思っても認定基準が違ったりしてちょっといろいろ大変だと。そ
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れと、それぞれの首長さんの話を聞くと、今までなかなか球磨郡と人吉市が一つになれなかった。私もいろ

んな機会があって、人吉市の医師会の先生方とも球磨郡の医師会の先生方とも会う機会があって、どちらも

医師会の会長さんの話を聞くと、もう医師会も一つになろうと思ってると。介護認定のほうも一緒にやった

らどうかというような話がありました。そのときに、やはりおっしゃるようにソフトは違うんですね。人吉

のほうは新しいんですよ。こっち球磨郡がそろそろもうつくりかえ買いかえなきゃいけない。そういうよう

なところで、協議を始めましょうということを言って、今あさぎりには多良木のほうから来ていただいてま

すが、そういう中で、あさぎりの再任用職員さんと一緒になって、人吉に働きかけて話が進めかけておると

ころです。そういうところで災害になりましたので、今年はもうちょっとだめかなと、また来年もう１回仕

切り直してやりましょうというようなことで、そういうシステムをですね、ほんとに一つにしていくことが

経費の削減につながると思って、実際そういうところで今、まだ事例としては一つですけど、これから一つ

一つそういうのに取り組んでいこうとは考えております。 

◎議長（徳永 正道君）  他にございませんか。橋本議員。 

○議員（５番 橋本 誠君）  ５番橋本です。ページです。ページ２５、節４、防災告知機器整備事業につい

ての防災ラジオについてお尋ねします。今回さきのですね、７月豪雨と今回の台風１０号の折には、防災無

線があって、住民の皆さんからとても助かったというのを聞きます。今現在ですね、防災ラジオが８２.

３％ですかね。ですかね。普及しておるというのを聞きましたが、今後その防災ラジオが普及してないとこ

ろにはどういう普及の仕方をするのと、また防災ラジオに対しての苦情か何かがありましたらお知らせくだ

さい。 

◎議長（徳永 正道君）  企画財政課長。 

●企画財政課長（船津 宏君）  はい。設置までは企画財政課のほうで事業を行いましたので、先ほど申しま

したように、現在４,４３３世帯、８２.３％の世帯に配布を完了しております。配布がまだできていないと

ころについてはですね、発災の前ですので６月ぐらいまでにですね、まだ設置がなされておりませんので、

どうでしょうかっていうふうなことで確認のお知らせを入れたりはしております。それから、ＩＰ告知放送

のスピーカーがもう家のすぐ横にあるから、うちはもう要らないとかですね。あと、一応所帯は構えてるけ

どもほとんど家にいないから要らないとか、そういう世帯も中にはありまして、その辺がちょっと進んでい

ないところです。それから２７０の事業所にも設置をしておりますので、事業所さんのほうにもですね、そ

のような設置の推進のお知らせは進めておりますので、今後ともですね、そのような呼びかけをして、全戸

設置を目指したいと思います。 

◎議長（徳永 正道君）  橋本議員。 

○議員（５番 橋本 誠君）  先のですねなお一層ですね配布でしていただいて、住民の皆さんにですねわか

っていただけるように、していただければと思います。また先の小出議員の質問の中で、地域情報通信基盤

整備の中で、配線がっていうことだったんですけど風向きとかそういうのをもろもろ考えていただいて、こ

れが切れれば防災無線使えないとでしょ。防災ラジオは、ていうことは、やっぱそういう危機感を持って考

えていかんばんちゃなかですか。 

◎議長（徳永 正道君）  企画財政課長。 

●企画財政課長（船津 宏君）  はい。御指摘のようにですね、いろんなリスクを想定して考えていきたいと

思いますので、改めて、議員、６番議員からも御指摘のあった件についてですね、再確認をして、必要であ

れば措置について考えていきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

◎議長（徳永 正道君）  橋本議員。 

○議員（５番 橋本 誠君）  そういう形でやっていただいて、財政的に厳しいか面もあるでしょうけど、や
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っぱし危ないと思ったときにはやっぱそういう手だてはしていかんばですね、それ以上にお金が要ることに

なりますんで、その旨を考えていただければと思います。 

◎議長（徳永 正道君）  他にございませんか。ありませんね。 

（「なし」の声あり） 

日程第２ 議案第３１号 

◎議長（徳永 正道君） 次に日程第２、議案第３１号、令和元年度あさぎり町水道事業特別会計利益の処分

及び決算の認定についてを議題とし、説明を求めます。上下水道課長。 

●上下水道課長（林 敬一君）  はい。それでは、令和元年度水道事業特別会計決算書を説明させていただき

ます。決算書の３ページをお願いいたします。令和元年度水道事業会計決算報告書の収益的収入及び支出で

ございます。収入の最上段第１款水道事業収益、右側の決算額４億７０万５,０２４円でございます。下の

枠は下の枠の支出の最上段、第１款水道事業費用、右側の決算額３億３,６５８万５,６９４円を支出してお

ります。これは税込み金額となっております。この詳細につきましては、１９ページをお願いいたします。

収益的収益費用明細で、これは税抜きで表示をしております。収入の部としまして、目の上段の１目給水収

益、節１水道使用料は２億１８０万６,３１０円となっております。過年度分を含めた税抜き収入額は前年

度と比較して１．７％の減収となっております。これは給水戸数、給水量ともに若干の減少になったためと

思われます。目の最下団、３目他会計補助金は、節１他会計補助金、節１他会計補助金は、負担区分に基づ

く一般会計からの繰り入れ金となります。２０ページをお願いいたします。目の最上段、４目長期前受金戻

入、節１長期前受金戻入は、工事等で資産取得する際に、得た補助金等のうち、今年度、償却相当額を長期

前受金戻入として計上したものでございます。また、受益者の皆様からの分担金も含まれております。次の

６目雑収益、節２その他雑収益は、平成３０年に落雷により被災した深田地区の浄水場の非常用発電機の修

繕を令和元年度に繰り越しして完了しておりますが、その費用について、公有建物災害共済金を収入してお

ります。７目資本費繰入収益、節１資本費繰入収益につきましては、負担区分に基づく一般会計繰入金で、

旧簡易水道事業事業債償還元金に充てております。収入につきましては以上です。２１ページをお願いいた

します。支出でございます。目の上段の１目原水及び浄水費、節１４委託料につきましては、水質検査や滅

菌設備の維持管理、水道施設保守点検委託、また、緩速ろ過地の砂洗浄や浄水場等施設の草払いなどを行っ

ております。節１７修繕費は、主なものものとしまして、各浄水場の取水ポンプ取り替えや、ろ過器などの

修繕を行っております。節２３薬品費は、水質管理のためため薬品を購入しております。２２ページをご覧

いただきたいと思います。２目配水及び給水費、節の中ほどの節１４委託料につきましては、主なものとし

まして、漏水調査業務委託や水道施設整備実施計画、見直し業務委託、これは須恵地区を初めとしました水

道施設の整備実施計画策定を行っております。２３ページをお願いいたします。節１７修繕費の主なものと

しましては、約半額が量水器の交換で、その他通信回線の不具合による修繕、岡原第２配水地感知装置修繕

等を行っております。目の中ほどの４目総係費の主なものとしましては、節１、給料から、２４ページの節

９法定福利費引当金繰入額までは職員の人件費として支出しております。２５ページをお願いいたします。

目の中ほどの５目業務費、節２委託料は、量水器検針業務及び水道施設管理業務委託を水道事業分として、

業務按分で支出しております。６目減価償却費の節１有形固定資産減価償却費及び節２無形固定資産減価償

却費につきましては、それぞれ２７ページと２８ページに明細書を載せておりますので、ご覧いただきたい

と思います。７目資産減耗費の節１固定資産除却費は、配水管布設替工事により取りかえ前の分を除却した

ものでございます。節に棚卸資産減耗費は、有効期間を過ぎた量水器を除却したものでございます。２６ペ

ージをお願いいたします。目の上段の１目支払い利息及び企業債取扱諸費につきましては、企業債償還利息

を支出したものでございます。目の中ほどの５目過年度損益収益損につきましては、平成３０年１２月から
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平成３１年３月分の漏水により減免したものとなっております。前のほうの４ページに戻っていただきたい

と思います。資本的収入及び支出でございます。まず収入の最上段、第１款資本的収入につきましては、令

和元年度は引き続き免田地区の配水管布設替工事を行っておりまして、第１項企業債の右から３列目の決算

額、７,９５０万円、第３項の工事負担金、決算額４６２万１,１８３円を収入しています。工事負担金は、

布設替工事に伴う消火栓の更新と新設分を一般会計から負担金として受け入れているものでございます。ま

た、第２項出資金につきましては、建設改良費と償還元金の不足分に充てております。ほかに、第４項水道

加入金を収入しております。支出につきましては、下の枠の真ん中の第１項建設改良費の少し右側の列の決

算額、１億２８０万４,２５４円ですが、内容は、大正町吉井久鹿の配水管布設替工事でございます。第２

項の企業債償還金は、起債償還の状況を３０ページから３２ページの企業債明細書に記しておりますので、

後ほどご覧いただきたいと思います。次に、下の枠の欄外でございますが、資本的収入額が資本的支出額に

８,４２０万２,６４４円が不足しております。記載のとおり、過年度分損益勘定留保資金及び当年度消費税

及び地方消費税資本的収支調整額で補てんをしております。続きまして５ページをお願いいたします。損益

計算書でございます。当年度純利益は、６ページでございます。右側の２行目のとおり、５,６２１万８,１

１６円でございます。当年度末処分利益剰余金は同額となっております。７ページをお願いいたします。７

ページは剰余金計算書でございます。剰余金等の増減をあらわしたものでございます。８ページをお願いい

たします。令和３年度水道事業会計剰余金処分計算書案でございます。当年度、未処分利益剰余金を議決い

ただきまして、処分させていただくものでございますが、未処分利益剰余金を減債積立金として処分させて

いただくものでございます。本案のとおり、処分させていただきますようよろしくお願いいたします。９ペ

ージをお願いいたします。水道事業会計の貸借対照表でございます。ページ右、下段の資産の合計と１１ペ

ージの負債資本合計は、共に４６億３,３７９万７,３４９円となっております。１４ページをお願いいたし

ます。令和元年度水道事業報告書でございます。このページから１７ページにかけまして、業務状況の詳細

や事業収支等の前年度比較を掲載しております。内容の説明等につきましては省略させていただきます。１

８ページをお願いいたします。キャッシュフロー計算書でございます。この表は現金及び現金同等物の増減

を１会計期間で示したもので、キャッシュフロー計算書で、会計にどのくらいお金があるかをあらわしてお

ります。これによりまして、年度内の資金増加額は、右下３段目、６,７７５万２,９７０円。資金期末残高

は、右下最下段４億８,８３０万５,６０８円でございます。以上で説明を終わらせていただきます。よろし

くお願いいたします。 

◎議長（徳永 正道君）  説明が終わりましたのでこれから質疑を行います。質疑ありませんか。小見田議員。 

○議員（１１番 小見田 和行君）  １点今日は無理かもしれませんけど、各配水場と浄水場、水源ですね、

水源ごとの維持管理の差を知りたいんですけどそれの一覧表の作成を願いますか。 

◎議長（徳永 正道君）  上下水道課長。 

●上下水道課長（林 敬一君）  はい。もろもろその浄水場ごとに支出をしております部分と、また一括して

その支払いしている部分とかございますので、比較できる部分につきましては、ちょっと調査して示してみ

たいと思います。以上です。 

◎議長（徳永 正道君）  他にございませんか。森岡議員。 

○議員（１３番 森岡 勉君）  １点お伺いしたいと思います。業務報告書の中の１５ページに、地区別の有

収率が出ておりますが、平均で７５％でございます。これは地区ごとと申しますかあれに有収率がわかりま

すか。 

◎議長（徳永 正道君）  上下水道課長。 

●上下水道課長（林 敬一君）  はい。今現在その地区ごとには数字は把握できないものと思っております。 
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◎議長（徳永 正道君）  森岡議員。 

○議員（１３番 森岡 勉君）  それでは今年度の状況とそれから変わらなければ、どういった対策を講じら

れるのかお伺いしたいと思います。 

◎議長（徳永 正道君）  上下水道課長。 

●上下水道課長（林 敬一君）  はい、御指摘のとおり、有収率も低い上にまた下がっているような状況でご

ざいます。例年漏水調査等も行っております。昨年度も岡原地区、また上南地区のほうを調査を行いまして、

２０数カ所ですね漏水カ所を発見しておりまして、そのうちもう１０数カ所は修繕なり対応しているところ

でございます。しかしそれこそ町内広うございまして、なかなかその発見できないところございます。先日

も須恵地区のほうで漏水が発見されたわけですが、道のほうに吹き出すような状態になってやっとその見つ

かるといった状況もございます。今後ともその調査を行いまして、極力有水率の向上に努めてまいりたいと

思います。以上です。 

◎議長（徳永 正道君）  他にありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（徳永 正道君）  会議時間内に議事が終わりそうもありませんのであらかじめ会議時間を延長します。 

日程第３ 認定第５号 

◎議長（徳永 正道君）   次に日程第３、認定第５号、令和元年度あさぎり町下水道事業特別会計歳入歳出

決算の認定についてを議題とし、説明を求めます。中神下水道課長補佐。 

●上下水道課課長補佐（中神 啓介君）  はい。それでは令和元年度下水道事業特別会計決算書を説明させて

いただきます。令和元年度決算書につきましては、令和２年４月１日から公営企業会計へ移行するため、３

月３１日で打ち切り決算となっております。決算書の５ページをご覧ください。歳入でございます。最上段

の款１、分担金及び負担金、目１下水道事業分担金、現年度と過年度合わせて２８１万６,６８２円を収入

しております。前年度より３９.２％の減となっております。これは、平成２７年度の平成２７年度に事業

が終了したことに伴うものです。右から３列目の不納欠損につきましては、債務破産、生活困窮等の理由に

よりまして滞納処分の執行停止を事前に行い、不納欠損処理を行ったものでございます。収入未済額につき

ましては、下水道事業分担金の現年度分で対象者は２３人、過年度分で１６人となっております。表の中段

の款２使用料及び手数料、目１下水道使用料、現年度と過年度合わせて１億８,１１４万７,９２１円を収入

しております。前年度より２.６％の減となっており、４７７万６,５６５円の減収となっております。右か

ら２列目の収入未済額でございますが、現年度分３６９万７１９円、過年度分は４２４万７,３３７円とな

っております。この減収の理由といたしましては、通常出納閉鎖期間があり５月までの収入がありますが、

令和元年度につきましては３月３１日で打ち切り決算となっておりますのでそれが原因と考えられます。目

２簡易排水使用料につきましては、現年度のみ６０万５,４７２円の収入となっております。前年度より増

収となっておりますが、これは新規接続が１件によるものです。最下段の款３国庫支出金、目１下水道事業

国庫補助金１０４万６,０００円を収入しております。内容につきましては６ページに入りまして、最上段

の下水道事業国庫補助金の令和元年度の補助対象事業費としまして２０９万２,０００円、補助対象事業費

の５割１０４万６,０００円を収入しております。次の段の款４繰入金、目１下水道事業一般会計繰入金で

す。一般会計からの繰り入れを受けておりますが、主に公債費償還の財源となっております。目２簡易排水

事業一般会計繰入金です。一般会計から繰り入れですが、公債費の償還及び維持管理費の財源となっており

ます。次の項２基金繰入金、目１減債基金繰入金ですが、基金の一部を取り崩して収入しております。表の

中段の款５繰越金、目１繰越金は、前年度からの繰越金２,７８５万２,９４４円でございます。次の款７財

産収入、目１利子及び配当金は、減債基金の運用益を収入したものでございます。最下段の款８町債、目１
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下水道事業債は１億５,０２０万円でございます。下水道事業債を４,７６０万円。資本費平準化債を１億２

６０万円の借り入れを行っております。次は７ページをお願いします。歳出でございます。款１事業費、目

１下水道総務費、これの主なものにつきましては、表中ほどにあります節１３委託料ですが、下水道事業企

業会計移行業務委託２,０８７万８,０００円。内容としましては、令和２年４月１日からの公営企業会計適

用に向けた固定資産評価や予算作成、会計システムの構築を行っております。その二つ下の節１９負担金補

助及び交付金の主なものにつきましては、１番右の備考欄の中ほどに記載されております排水設備助成金と

しまして１４件の助成をしております。不用額につきましては、排水設備助成金の実績による残でございま

す。最下段目２建設道、失礼しました。下水道維持管理費につきましては８ページをお願いします。表の中

ほどにあります節１１需用費の主なものとしまして、備考欄の中の５番目の修繕料ですが、マンホールポン

プのオイル交換や機器の修繕、加算メーターの交換、下水道に関連する舗装の簡易修繕等に支出しておりま

す。節１３委託料、備考欄の保守点検委託料としまして、マンホールポンプ４６基の点検等をお願いしてお

ります。その二つ下の検針業務委託料は、下水道事業分の検針業務としまして、水道事業と事業量案分によ

って支出したものでございます。最下段の節１５工事請負費は、マンホールポンプ３カ所の推移計などの機

器の取りかえを行ったものでございます。次は９ページをお願いします。上から２段目の節１８備品購入費

は、老朽化した公用車を１台更新し軽自動車を購入したものです。また、その他に量水器も購入しておりま

す。次の段の節１９負担金補助及び交付金におきましては、流域下水道事業維持管理負担金でございます。

これは下水処理場へ流入する令和元年度計画水量分とそれに資本費を加えた１億２,７５３万３,０５６円を

支出したものでございます。次の段の節２３償還金利子及び割引料は、令和元年度に下水道賦課誤りが１件

確認され下水道料金分を返還しております。表の中ほど、目３簡易排水維持費につきましては、深田草津山

地区の簡易排水施設の維持管理に支出したものでございます。次の目４下水道建設費、下から２段目の節１

５工事請負費につきましては、舗装工事舗装復旧工事２カ所、管渠築造工事１カ所、公共汚水枡の設置工事

を行っております。最下段の節１９負担金補助及び交付金は、球磨川上流浄化センターの建設事業のあさぎ

り町負担分でございます。内容としましては、耐震補強工事、改築更新工事、浸水堆砂対策工事分となって

おります。次のページをお願いいたします。表の中ほどの款２交際費としまして、目１元金、目２利子合わ

せて４億７,４８４万７,７７１円を支出しております。不用額につきましては、一時借入を必要としなかっ

たことで不用額となっております。次の１１ページをお願いします。令和元年度の実施収支に関する調書で

ございます。歳入総額７億５,７３８万６,０００円。歳出総額７億２,１９３万円。歳入歳出差引額３,５４

５万６,０００円。翌年度へ繰り越すべき財源はございません。実質収支額３,５４５万６,０００円でござ

います。次の１２ページをお願いいたします。財源に関する調書でございます。１物品につきましては、令

和元年度に公用車を購入しておりますが、更新でございますので台数に異動はございません。２基金につき

ましては、年度中増減がございまして、決算年度末の現在高として５億６,４３８万３,９７０円となってお

ります。以上で説明を終わらせていただきます。よろしくお願いいたします。 

◎議長（徳永 正道君）  説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質疑ありませんか。小谷議員。 

○議員（１番 小谷 節雄君）  はい、９ページですね。中ほど、節２３償還金利子及び割引料、過誤納還付

金の件でございますが、この件について元年度令和元年度中に、補正予算等も含めてですね、議会の議論が

あって説明があってるようでございますので、そこはちょっと記録で見させていただきました。この中で１

点だけお尋ねします。再発防止策ですねについて、そのあといろいろ検討あるいは実施されているかと思い

ますので、その辺の御報告を１点お願いしたいと思います。もう１点でございます。最後のページの基金費

でございますが、ちょっと私も確認をまだしておりませんので、下水道減債基金の積み立て時点ですね、積

み立て時点でのもともとの財源について、どういう財源をもってこの基金費が積み立てられているか、その
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点をちょっとお願いをしたいと思います。 

◎議長（徳永 正道君）  上下水道課長。 

●上下水道課長（林 敬一君）  はい。まず過誤納還付金ということでございます。この件につきましては、

昨年度１件、うもかなりさかのぼる案件でございましたが、息子さんと御両親とちょっとお隣同士でですね、

別棟で住まわれておりまして、そこがその事情によりまして、お父さんところは下水道つないでおられない

のに、そこにもかけられておったという内容はちょっと詳細にはちょっとありますけれどもちょっと長くな

りますので、省かせていただきたいと思いますが、そういうような状況でございました。息子さんのほうか

ら町のほうに申し出がございまして、わかったところでございます。こういったケースがなかなか発見とい

うのが非常に難しいなと思ったところでございます。今回お父さんはお父さんでその納付書で納付されとっ

たみたいでですね、お父さんがちょっと体を悪くされて、息子さんのほうがいろいろその手続をされるよう

になって、お父さんのところがつないでないのに払ってたんじゃないかなという、お問い合わせをいただい

て把握したというような案件でございました。それも結構もう以前の案件でございました。ただしこういっ

たことはあってはならないことでございますので、以前その宅水道下水道御加入の御家庭に水道料金なり、

その他諸々の何かそのお気づきになったり、ちょっとこれおかしいなと思われるところはございませんかと、

何かあったらその上下水道課にお問い合わせくださいと言ったその１件１件に配らせていただいたところで

ございます。そういった地道といえば地道でございますが、そういったところも含めて、極力今後はもちろ

ん当然起こさない覚悟でやっていくわけでございますが、過去の分につきましても、そういった手法を通じ

まして、把握をもしありましたらですね、把握をしまして、きちんと対応していきたいというふうに思って

おります。それから、減債基金の積み立ての財源ということでございますが、ちょっと過去の資料も調べて

みる必要があるかと思いますので、総括の中で御回答させていただければと思っています。以上でございま

す。 

◎議長（徳永 正道君）  小谷議員。 

○議員（１番 小谷 節雄君）  はい。最初の件につきましてはですね、今課長から御説明がありましたとお

り、大変なかなかレアケースでもあるし困難というのは重々承知しておりますし、職員の皆さんがですねこ

ういった問題でご苦労されてるのは私なりに理解をしているつもりでございます。ただもう、これも６、７

年前ですか、下水道関係の類似のかなりたくさんのケースが出てきて、そのときにかなりですね、もう非常

に困難な中でいろんな調査というか、過去にさかのぼっての調査をして、そして一応今後発生しないように

ということでですね、対策を講じたというそういう印象、印象と申しますかございまして、だから今回出た

ので、何をしてるんだというつもりはもちろんございませんが、またこういったことで出てるということで

ですねやっぱりもうどうしてもこれは住民の皆さん方にとってはですね、ある意味行政に対するちょっと大

げさにいうと不信感にもつながる話になりますので、ぜひ大変なことは重々承知しておりますが、再発防止

に向けての御努力を続けていただければと思います。２点目につきましてはまた明後日でもお願いしたいと

思います。 

◎議長（徳永 正道君）  他にございませんか。ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（徳永 正道君）  以上で本日の日程は全部終了しました本日はこれにて散会します。 

●議会事務局長（大林 弘幸君）  起立願います。礼。 

 

午後５時１３分  散 会 


